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ARCHITECTURE THAT INCORPORATES SOUND AS ITS COMPONENT

Through the analysis of architectural treatment of sound observed in works introduced in 

Shinkenchiku 

Ayami OTSUKI

The purpose of this thesis is to show the potential of architecture designed with an auditory factor as its 

component, along the following three steps:

1. For the 154 works introduced in Shinkenchiku, the types of sounds explained in the descriptions of 
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extracted.

2. An area around Fujisawa Civic Hall was chosen as the target site and its sound environment was 

analyzed. 
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step 2, a public facility complex composed of a theater, library, and art museum was designed.

Abstract
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単純に音を遮断ⅰ

音の遮断をデザインへ活かすⅱ

音響学的に良い響きをつくるⅲ

響きを変えるⅳ

音とゾーンⅴ

音とシークエンスⅵ

音を取り込むⅶ

音を発生させるⅷ

視覚との相互作用ⅸ

音で動くⅹ

遮音・防音

人と人を繋げる

気配や合図を感じる

環境との調和

日常と非日常の転換

感覚が研ぎ澄まされる

音自体を楽しむ

1.　研究の背景と目的
　今日の建築は疫病やエネルギーなど様々な観点から外
気を積極的に取り込むことが望まれる。音は空気の振動
であるので、建築設計において空気の流れを考える際に
は、音の伝わり方についても注意を払う必要が生じる。ま
た、聴覚情報は空間体験を印象付ける一要素となり、感情
や生産性、健康などに影響を与えることも近年の研究註１

で明らかにされている。このような背景を踏まえ、建築設
計において聴覚情報がどのように存在して視覚情報など
の他要素と共存すべきかを検討することは重要である。
　本研究では、今日の日本の建築のアーカイブとして雑
誌「新建築」を取り上げ、音に関する建築的操作がなさ
れていた作品の分析を行い、それによって得られる知
見に基づき、音を構成要素として捉えて設計する建築
の可能性をプロジェクトを通じて検討する。
2.　研究の対象と方法
　雑誌「新建築」掲載作品のうち、web サービス「新建築
データ」註 2 に 2021 年 1 月時点で掲載されている
2000年１月号から2020年10月号までの作品の中で、
音に関する建築的操作がなされていた全 154 作品（表
１）を研究対象とする。まず、設計者が着目した音とその目
的を抽出することで音の操作方法を分類し、次にそれぞ

れの音の操作方法に対する建築的操作を分類する。(3,4
章で後述 )
3.　対象作品における音とその操作方法（分析 1）　
3.1.　分析方法
① 各分析対象において、建築の基本情報 (1)、音に関する
言説部分 (2)、それに関連した写真と図面 (3)、設計者が
着目した音とその目的・音的操作・建築的操作をまとめ
た表 (4) を記載したデータシートを作成する。（図１）な
お、音の分類は、小松正史氏の方法註3を参考にして行っ
た。（表２）
②次に、データシートから得られた情報を基に、音を用い
る目的を分類する。
③さらに、前項の結果を基に、音的操作を分類する。
④最後に、音の種類と音的操作の対応関係を分析する。
3.2.　分析結果
3.2.1.　音を用いる目的の分類
　音を用いる目的は、まず「生理的目的」「社会的目的」
「精神的目的」の3つに大別することができた。註4さらに、
「生理的目的」として「遮音・防音」、「社会的目的」として
「人と人を繋げる」「気配や合図を感じる」、「精神的目的」
として「環境との調和」「日常と非日常の転換」「感覚が研
ぎ澄まされる」「音自体を楽しむ」、に細かく分類すること

ができた。
3.2.2.　音的操作の分類
　前項で分類した７つの目的に対し、音的操作を対応さ
せることによって、単純に音を遮断ⅰ、音の遮断をデザイ
ンへ活かすⅱ、音響学的に良い響きをつくるⅲ、響きを変
えるⅳ、音とゾーンⅴ、音とシークエンスⅵ、音を取り込む
ⅶ、音を発生させるⅷ、視覚との相互作用ⅸ、音で動くⅹ
の10種類の操作に分類することができた。（表 3）
3.2.3.　音と音的操作の対応
　音の種類と、前項で分類した 10 種類の音的操作の対
応関係を表 4に示す。表 2で示した 6 種類の音ア）～カ）
に、新たに複数種類の音をキ）として加えた7項目を横軸
とし、ⅰ～ⅹの10種類の音的操作を縦軸とし、それぞれ
該当する作品数を記入している。
　自然音ア）を扱った作品は全て音をプラスに捉えた音
的操作が行われていた。新たに音を発生させるものが多
数であったが、既存の音によって建築にシークエンスや
ゾーンを生み出しているものや、響きを増幅させることで
既存の音に意識を向けさせる作品も見られた。生活音イ）
　　　　　　　　　　　　においては、人と人との繋が
　　　　　　　　　　　　りや気配・合図などを感じる
　　　　　　　　　　　　為の手段となる場合にはプ
　　　　　　　　　　　　ラスに捉えられ、取り込む操
　　　　　　　　　　　　作や響きを変える操作が見
　　　　　　　　　　　　られた。一方で、騒音として捉
　　　　　　　　　　　　えられ、遮音する操作も見ら
　　　　　　　　　　　　れた。交通音ウ）において作
　　　　　　　　　　　　品は全て音をマイナスに捉え
　　　　　　　　　　　　た音的操作が行われていた。
　　　　　　　　　　　　音楽エ）においては、音響学
　　　　　　　　　　　　的に良い響きを作る操作が

よって空間内の音の響き方を変化させるものがあった。
音とゾーンⅴでは、平面また断面における音環境の同化 /
差異化によって空間に一体性 / 多様性をもたらすものや、
バッファ空間やデンによって静かな空間を作り出すもの
があった。音とシークエンスⅵでは、移動によって音がどん
どん変化していくものと音に近づいていくのものがあっ
た。音を取り込むⅶでは、建築に孔を空けるものと、壁の形
や高さの操作によるものがあった。音を発生させるⅷで
は、風による細やかな部材の振動や水を利用したものが
あった。視覚との相互作用ⅸでは、暗闇やメッシュによる
視覚情報の減少または鏡面反射などによる視覚情報の増
幅によって視覚以外の聴覚などの情報に意識を向かわせ
るものがあった。
5.　小結
3,4 章の結果から、設計に用いる音とその目的および

建築的操作の対応関係が明らかになった。図２に示した
建築的操作は、建築の空間構成という「全体」的なものか
ら部材の形状や素材といった「部分」的なものまで多様に
存在し、設計のあらゆる段階でのデザイン決定の手掛かり
となりうる。次章より、これらを応用して設計を行う。
6.　プロジェクト
6.1.　はじめに
本プロジェクトでは前章までに得られた知見をもとに、

音を建築の構成要素の一つであると捉えて以下のような
手順で設計する。
①既存の音環境と求められるプログラムから、対象敷地を
選定する。
②敷地の既存の音環境を把握する。
③求められるプログラムを検討する。
④既存の音環境とプログラムを踏まえ、音によるゾーニン
グを行う。
⑤音のゾーニングを一つの手がかりとして、空間に具体的
な形態やスケール、素材を与える。
6.2.　対象敷地
　対象敷地は、神奈川県藤沢市鵠沼の図 3に示した場所

に設定する。藤沢駅から約 600m離れた場所にあり、駅前
の商業施設などの大きなスケールの建物から住宅地の小
さなスケールへ切り替わる場所である。また、川と公園、三
車線を持つ国道に囲われた場所であり、現在は市民会館
と市民図書館が建っている。
6.3.　敷地の音環境
　敷地の通常時の音圧レベルは45dB註 6であり、比較的
静かであると言える。敷地東側には二級水系である境川
が流れており、川のせせらぎや魚の跳ねる音などを聞くこ
とができる。そのさらに南東側と敷地北側には自然豊かな
公園があり、市の鳥であるカワセミをはじめとする多くの
鳥たちの鳴き声や虫の声が聞こえてくる。南方には鵠沼海
岸が広がっており、日によっては波の音や花火の音が聞こ
えてくる。また、西側の広場は藤沢市民まつりや産業フェ
スタなどイベントの開催場所としても利用され、賑やかな
掛け声や音楽が聞こえる。敷地の音環境をプロットしたも
のを図 4に、音をリスト化したものを表 6に示す。
6.4.　プログラム
　藤沢市は現在、市民会館と市民図書館の老朽化や文化
施設の分散による文化的中心の欠如などといった問題を
抱えている。その状況をふまえ、市民の文化活動の中心地
となる複合文化施設を新たに設計する。具体的な機能と
しては市民会館・市民図書館・市民ギャラリー・美術館
を集約させた建築を計画する。また、周辺の広場や公園と
一体となって利用できるように計画することで屋外イベン
トを開催したり、自然を感じながら活動できるにする場所
を創出する。コンセプトとしては「創造のサイクルを生み出
す場」を目指す。新たな情報や知識を「インプットする場」
と自らの作品や活動を公に「アウトプットする場」、さらに
インプットとアウトプットの間の制作・研究・議論・小規
模な発表のための「スタジオ」といった三つの場を設ける
ことで機能を横断し柔軟に利用できる文化施設を目指す。
6.5.　音ゾーニング
前節までに述べた既存の音環境とプログラムを踏まえ、そ
の場にふさわしい音環境や聴覚的体験を考慮し、建築全

多数であった。他には、異なる音響特性を持つ複数の空
間を一つの建築の中に共存させる操作などがみられた。
4.　建築的操作の分析（分析 2）　
4.1.　分析方法
① 分析 1で得られた10種類の音的操作のうち、単純に
音を遮断ⅰと音で動くⅹの２つを除いた註 58 種類の音的
操作を、樹形図状に細分化し、建築的操作を抽出する。
②前項で分析した建築的操作を、ダイアグラム化し、分類
してまとめる。
4.2.　分析結果
4.2.1.　建築的操作の抽出
8 種類の音的操作を樹形図状に細分化すると表５のよう
になった。別々の音的操作であっても、建築的操作まで細
分化して見てみると、類似した形態を異なる建築要素で
使用していたり、用いている素材などに共通点が見られる
ものもあった。
4.2.2.　建築的操作の分類
　前項で抽出した建築的操作は、その操作を建築のどの
部分に用いているかによって、さらに分類することができ、
その結果は図 2のようになった。以下、音的操作のグルー
プごとに建築的操作について述べていく。
音の遮断をデザインへ活かすⅱでは、半球の傘を持つ
照明によって遮音するもの、遮音のための壁の厚みやレ
イヤーが新たな居場所を作り出しているもの、植栽によっ
て遮音をするものがみられた。音響学的に良い響きをつく
るⅲでは、空間形態や天井・壁の凹凸、素材の操作によっ
て音の拡散と吸音を操作しているものがみられた。素材
や密度の変化によって音響をコントロールの仕方を変化
させると同時に、建築に表情を与えているものもあった。
響きを変えるⅳでは、円形空間内に生じる「ささやきの回
廊」の原理を利用して音を増幅させたり、壁や床の素材に

▲  図 1　データシートの例

▼ 表１　分析対象
新建築  2001年4月号 86P
設計・監理： 竹中工務店
主要用途： 学校

10.兵庫大学健康科学部

音　　　　　生活音（足音、声）＋自然音（水音）
目的　　　　感覚を研ぎ澄ます
音的操作　　反響＋音を発生させる
建築的操作　セメント二重床＋水盤

「体の動きと五感。セメ
ント板二重床の反響が聴
覚を刺激。感覚は研ぎ澄
まされ、微かな水音まで
が聴覚に語りかける。」

▼  表 2　音の分類と例

▼  表 3　目的と音的操作の分類

ア）自然音　　　　風、水、鳥、虫、火など
イ）生活音　　　　声、足音、道具使用音など
ウ）交通音　　　　自動車、バイクなど
エ）音楽　　　　　
オ）旗日音　　　　宗教音、祭りの掛け声など
カ）機械器具音　　モーター音など

目的 音的操作

体のゾーニングを計画する。（図 5）
「音楽を楽しむ空間」「賑やかな空間」「自然音を楽しむ空
間」「静かな空間」の4つのゾーンと、それらを横断し貫く
「グラデーショナルな音空間」の５つのゾーンからなり、そ
れらは周囲の音を取り込む為に隙間を設けるように配置
する。
6.6.　音に対する建築的操作の応用
6.6.1.　全体計画
　長手方向断面図を図 6 に示す。展示空間が建築を斜め
に貫き、その周辺にはその展示空間と音環境的、機能的
に関わりのある空間を配置している。
6.6.2.　音と連動した展示空間　
　展示空間には、藤沢宿の歴史を描いた浮世絵を展示す
る静かな空間、藤沢を静養の地とした画家や文豪が残し
た作品を展示する自然音の聞こえる空間（図 7）、作業風
景やその音も鑑賞の対象とする湘南の若手作家の為の展
示空間などがある。近世から現代へと歩みを進めるにつ
れ、音環境は徐々に変化してゆく。
6.6.3.　音環境によって居場所を選べる閲覧スペース
図書館の本の配置は、展示室やその他の機能との関わ

りから決定した。また、閲覧スペースは建築内の各所に存
在し、静かな空間だけでなく、室内の音楽を楽しみながら
閲覧できる場所や、子供たちのための場所（図 8）など、そ
の種類は多様である。
6.6.4.　交流や新たな出会いを生み出すスタジオ
　制作や練習の為、あるいはワークショップや教室のため
のスタジオ空間はその使い方によって自由に建具の開
閉・種類を変化させることができる。エントランスの吹き
抜けに面しているため、自分の活動をさりげなく発信した
り、新しい活動に出会うきっかけの場所となる。（図 9）
7.　結
雑誌「新建築」の音に関する建築的操作がなされてい

た作品の分析を基に、音を建築の構成要素と捉えて複
合文化施設を設計することで、聴覚情報による周辺環
境リサーチの可能性や、音に着目することで導かれる
形態やゾーニングのあり方、聴覚的体験による緩やか
な空間の分節あるいは接続の仕方を示した。
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12 トレベルノ恵比寿ビル 
13 Gフラット
14 明治生命高松ビル 
15 山形村立繋小学校 
16 群馬県立館林美術館 
17 鈴木設備事務所社屋 
18 シルバーピアたまがわ 
19 春風館
20 くにさき総合文化センターアストくにさき
21 国立スポーツ科学センター
22 神宮前シティタワー
23 幕張ベイタウン・コア
24 井之頭学園70周年記念館 
25 テラス・ハウス 
26 可児市文化創造センター ala
27 Healing Membrane
28 プライベートギャラリー
29 国立国会図書館関西館 
30 ロレックス東陽町ビル 
31 高根町ふれあい交流ホール
32 琵琶湖の保養所――ON THE EDGE
33 稱名寺本堂 
34 牛舎の改修奥備中風土記館 
35 六花亭真駒内ホール 
36 内海清美源氏物語館
37 福岡県立大学看護学部 
38 国立長崎原爆死没者追悼平和祈念館 
39 プラダブティック青山店
40 国立劇場おきなわ 
41 三春交流館まほら 
42 カトリック町田教会
43 明治大学アカデミーコモン
44 ミューザ川崎
45 早稲田リサーチパーク・コミュニケーションセンター 
46 SHIBUYA O -EAST
47 指名設計競技応募案　ゲント市民文化フォーラム
48 学校法人三室戸学園　東邦音楽大学　グランツザール 
49 カトリック神戸中央教会・社会活動神戸センター
50 NHK神戸放送会館

51 404号室
52 富弘美術館 
53 日本基督教団信濃町教会　
54 F CLINIC
55 上野村ふれあい館　
56 軽井沢大賀ホール
57 ぐんま国際アカデミー　
58 千葉市立打瀬小学校増築棟　
59 月影の郷 
60 清流寺深沢分院 
61 ルネスホール」旧日銀岡山支店改修
62 まどのそとのそのまたむこう 
63 済州島3つの美術館「風」「石」「水」
64 平山郁夫邸寂静庵 
65 武蔵野市立吉祥寺シアター 
66 カーサブリランテ代々木公園 
67 千葉市立美浜打瀬小学校 
68 Moderna
69 珠洲市多目的ホール 
70 川口市立戸塚南小学校
71 Z58
72 フロイデ彦島
73 Studio 御殿山 
74 Sonorium
75 ののやま矯正歯科医院 
76 高知市立・龍馬の生まれたまち記念館
77 五反田の住宅 
78 八ヶ岳の教会 
79 ふじようちえん 
80 安中市立九十九小学校 
81 栄町の音楽ホール 
82 Arte哲学堂 
83 島根県立古代出雲歴史博物館 
84 柿の木坂の集合住宅
85 ワールドシティタワーズ 
86 シンガポール理工系専門学校キャンパス 
87 サントリー研修センター「夢たまご」
88 東京音楽大学100周年記念本館 
89 ニコラス・G・ハイエックセンター
90 大阪芸術大学芸術劇場 10号館他 
91 東北公益文科大学酒田キャンパス公益ホール 
92 サントリーホール 20周年改修 
93 大隈講堂（保存・再生）
94 佐川美術館樂吉左衞門館 
95 南洋堂書店改修
96 深圳文化中心 
97 駿府教会 
98 いわき芸術文化交流館　アリオス 
99 座・高円寺 
100 大船渡市民文化会館・市立図書館／リアスホール 
101 東北大学百周年記念会館　川内萩ホール　
102 STITCH

103 DNP創発の杜　箱根研修センター第2
104 上大須賀の家 
105 宇都宮大学オプティクス教育研究センター
106 東邦音楽大学 70周年記念館 
107 ヤマハ銀座ビル 
108 奥多摩森林セラピーロード香りの道登計トレイル　
109 淡路人形会館（仮称）
110 恵比寿のオフィス　
111 豊島美術館
112 台中メトロポリタン・オペラハウス　
113 FBC　福岡バースクリニック
114 目黒のテラスハウス 
115 清瀬けやきホール
116 MR_DESIGN OFFICE
117 日東薬品 Cento anni Hall
118 今治市岩田健母と子のミュージアム 
119 港区立高輪子ども中高生プラザ 
120 Mアパートメント 
121 明治大学創立130周年記念和泉図書館 
122 静岡市清水文化会館 
123 森音テラス
124 茅ヶ崎シオン・キリスト教会／聖鳩幼稚園 
125 竹林寺納骨堂 
126 阿佐ヶ谷の書庫 
127 柏崎市文化会館アルフォーレ 
128 ルツェルン・フェスティバル　アーク・ノヴァ　
129 ラクイラ仮設音楽ホール 
130 セトレマリーナびわ湖　
131 桐朋学園大学調布キャンパス1号館 
132 山手通りの住宅 
133 湘南キリスト教会
134 老人ホームながはま 
135 アガ・カーンミュージアム 
136 ダリウス・ミヨー音楽院 
137 同志社京田辺会堂　
138 つくばみらい市立陽光台小学校　
139 会津坂下町立坂下東幼稚園 
140 洸庭 
141 陸前高田市立高田東中学校
142 ISAK Kamiyama Academic Center ＋ Residence 4
143 愛知産業大学工業高等学校伊勢山校舎 
144 音楽練習共用施設　
145 虎渓用水広場
146 釜石市民ホールTETTO
147 長野市第一庁舎・長野市芸術館 
148 ピアノ室のある長屋 
149 竹中工務店東京本店イノベーションプロジェクト
150 日本基督教団番町教会 
151 関町東の集合住宅 KOMORE Bldg.
152 アキシマエンシス（昭島市教育福祉総合センター） 
153 清光社埼玉支店　
154 戸田建設筑波技術研究所 
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※ア～カは表２、ⅰ～ⅹは表３の分類に対応

ⅱ音の遮断を
デザインへ活かす

ⅶ音を取り込む

ⅸ視覚との
相互作用

ⅷ音を発生させる

ⅵ音とシークエンスⅴ音とゾーン

空間
構成

空間
形態

天井

床

壁

その他

ⅲ音響学的に
良い響きを

つくる

ⅳ響きを変える

水 風

素材

形状

1.　研究の背景と目的
　今日の建築は疫病やエネルギーなど様々な観点から外
気を積極的に取り込むことが望まれる。音は空気の振動
であるので、建築設計において空気の流れを考える際に
は、音の伝わり方についても注意を払う必要が生じる。ま
た、聴覚情報は空間体験を印象付ける一要素となり、感情
や生産性、健康などに影響を与えることも近年の研究註１

で明らかにされている。このような背景を踏まえ、建築設
計において聴覚情報がどのように存在して視覚情報など
の他要素と共存すべきかを検討することは重要である。
　本研究では、今日の日本の建築のアーカイブとして雑
誌「新建築」を取り上げ、音に関する建築的操作がなさ
れていた作品の分析を行い、それによって得られる知
見に基づき、音を構成要素として捉えて設計する建築
の可能性をプロジェクトを通じて検討する。
2.　研究の対象と方法
　雑誌「新建築」掲載作品のうち、web サービス「新建築
データ」註 2 に 2021 年 1 月時点で掲載されている
2000年１月号から2020年10月号までの作品の中で、
音に関する建築的操作がなされていた全 154 作品（表
１）を研究対象とする。まず、設計者が着目した音とその目
的を抽出することで音の操作方法を分類し、次にそれぞ

ができた。
3.2.2.　音的操作の分類
　前項で分類した７つの目的に対し、音的操作を対応さ
せることによって、単純に音を遮断ⅰ、音の遮断をデザイ
ンへ活かすⅱ、音響学的に良い響きをつくるⅲ、響きを変
えるⅳ、音とゾーンⅴ、音とシークエンスⅵ、音を取り込む
ⅶ、音を発生させるⅷ、視覚との相互作用ⅸ、音で動くⅹ
の10種類の操作に分類することができた。（表 3）
3.2.3.　音と音的操作の対応
　音の種類と、前項で分類した 10 種類の音的操作の対
応関係を表 4に示す。表 2で示した 6 種類の音ア）～カ）
に、新たに複数種類の音をキ）として加えた7項目を横軸
とし、ⅰ～ⅹの10種類の音的操作を縦軸とし、それぞれ
該当する作品数を記入している。
　自然音ア）を扱った作品は全て音をプラスに捉えた音
的操作が行われていた。新たに音を発生させるものが多
数であったが、既存の音によって建築にシークエンスや
ゾーンを生み出しているものや、響きを増幅させることで
既存の音に意識を向けさせる作品も見られた。生活音イ）
　　　　　　　　　　　　においては、人と人との繋が
　　　　　　　　　　　　りや気配・合図などを感じる
　　　　　　　　　　　　為の手段となる場合にはプ
　　　　　　　　　　　　ラスに捉えられ、取り込む操
　　　　　　　　　　　　作や響きを変える操作が見
　　　　　　　　　　　　られた。一方で、騒音として捉
　　　　　　　　　　　　えられ、遮音する操作も見ら
　　　　　　　　　　　　れた。交通音ウ）において作
　　　　　　　　　　　　品は全て音をマイナスに捉え
　　　　　　　　　　　　た音的操作が行われていた。
　　　　　　　　　　　　音楽エ）においては、音響学
　　　　　　　　　　　　的に良い響きを作る操作が

よって空間内の音の響き方を変化させるものがあった。
音とゾーンⅴでは、平面また断面における音環境の同化 /
差異化によって空間に一体性 / 多様性をもたらすものや、
バッファ空間やデンによって静かな空間を作り出すもの
があった。音とシークエンスⅵでは、移動によって音がどん
どん変化していくものと音に近づいていくのものがあっ
た。音を取り込むⅶでは、建築に孔を空けるものと、壁の形
や高さの操作によるものがあった。音を発生させるⅷで
は、風による細やかな部材の振動や水を利用したものが
あった。視覚との相互作用ⅸでは、暗闇やメッシュによる
視覚情報の減少または鏡面反射などによる視覚情報の増
幅によって視覚以外の聴覚などの情報に意識を向かわせ
るものがあった。
5.　小結
3,4 章の結果から、設計に用いる音とその目的および
建築的操作の対応関係が明らかになった。図２に示した
建築的操作は、建築の空間構成という「全体」的なものか
ら部材の形状や素材といった「部分」的なものまで多様に
存在し、設計のあらゆる段階でのデザイン決定の手掛かり
となりうる。次章より、これらを応用して設計を行う。
6.　プロジェクト
6.1.　はじめに
本プロジェクトでは前章までに得られた知見をもとに、
音を建築の構成要素の一つであると捉えて以下のような
手順で設計する。
①既存の音環境と求められるプログラムから、対象敷地を
選定する。
②敷地の既存の音環境を把握する。
③求められるプログラムを検討する。
④既存の音環境とプログラムを踏まえ、音によるゾーニン
グを行う。
⑤音のゾーニングを一つの手がかりとして、空間に具体的
な形態やスケール、素材を与える。
6.2.　対象敷地
　対象敷地は、神奈川県藤沢市鵠沼の図 3に示した場所

に設定する。藤沢駅から約 600m離れた場所にあり、駅前
の商業施設などの大きなスケールの建物から住宅地の小
さなスケールへ切り替わる場所である。また、川と公園、三
車線を持つ国道に囲われた場所であり、現在は市民会館
と市民図書館が建っている。
6.3.　敷地の音環境
　敷地の通常時の音圧レベルは45dB註 6であり、比較的
静かであると言える。敷地東側には二級水系である境川
が流れており、川のせせらぎや魚の跳ねる音などを聞くこ
とができる。そのさらに南東側と敷地北側には自然豊かな
公園があり、市の鳥であるカワセミをはじめとする多くの
鳥たちの鳴き声や虫の声が聞こえてくる。南方には鵠沼海
岸が広がっており、日によっては波の音や花火の音が聞こ
えてくる。また、西側の広場は藤沢市民まつりや産業フェ
スタなどイベントの開催場所としても利用され、賑やかな
掛け声や音楽が聞こえる。敷地の音環境をプロットしたも
のを図 4に、音をリスト化したものを表 6に示す。
6.4.　プログラム
　藤沢市は現在、市民会館と市民図書館の老朽化や文化
施設の分散による文化的中心の欠如などといった問題を
抱えている。その状況をふまえ、市民の文化活動の中心地
となる複合文化施設を新たに設計する。具体的な機能と
しては市民会館・市民図書館・市民ギャラリー・美術館
を集約させた建築を計画する。また、周辺の広場や公園と
一体となって利用できるように計画することで屋外イベン
トを開催したり、自然を感じながら活動できるにする場所
を創出する。コンセプトとしては「創造のサイクルを生み出
す場」を目指す。新たな情報や知識を「インプットする場」
と自らの作品や活動を公に「アウトプットする場」、さらに
インプットとアウトプットの間の制作・研究・議論・小規
模な発表のための「スタジオ」といった三つの場を設ける
ことで機能を横断し柔軟に利用できる文化施設を目指す。
6.5.　音ゾーニング
前節までに述べた既存の音環境とプログラムを踏まえ、そ
の場にふさわしい音環境や聴覚的体験を考慮し、建築全

多数であった。他には、異なる音響特性を持つ複数の空
間を一つの建築の中に共存させる操作などがみられた。
4.　建築的操作の分析（分析 2）　
4.1.　分析方法
① 分析 1で得られた10種類の音的操作のうち、単純に
音を遮断ⅰと音で動くⅹの２つを除いた註 58 種類の音的
操作を、樹形図状に細分化し、建築的操作を抽出する。
②前項で分析した建築的操作を、ダイアグラム化し、分類
してまとめる。
4.2.　分析結果
4.2.1.　建築的操作の抽出
8 種類の音的操作を樹形図状に細分化すると表５のよう
になった。別々の音的操作であっても、建築的操作まで細
分化して見てみると、類似した形態を異なる建築要素で
使用していたり、用いている素材などに共通点が見られる
ものもあった。
4.2.2.　建築的操作の分類
　前項で抽出した建築的操作は、その操作を建築のどの
部分に用いているかによって、さらに分類することができ、
その結果は図 2のようになった。以下、音的操作のグルー
プごとに建築的操作について述べていく。
音の遮断をデザインへ活かすⅱでは、半球の傘を持つ
照明によって遮音するもの、遮音のための壁の厚みやレ
イヤーが新たな居場所を作り出しているもの、植栽によっ
て遮音をするものがみられた。音響学的に良い響きをつく
るⅲでは、空間形態や天井・壁の凹凸、素材の操作によっ
て音の拡散と吸音を操作しているものがみられた。素材
や密度の変化によって音響をコントロールの仕方を変化
させると同時に、建築に表情を与えているものもあった。
響きを変えるⅳでは、円形空間内に生じる「ささやきの回
廊」の原理を利用して音を増幅させたり、壁や床の素材に

▲ 図 2　建築的操作の分類

▼ 表 5　建築的操作の抽出

▼ 表 4　音と音的操作の対応
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体のゾーニングを計画する。（図 5）
「音楽を楽しむ空間」「賑やかな空間」「自然音を楽しむ空
間」「静かな空間」の4つのゾーンと、それらを横断し貫く
「グラデーショナルな音空間」の５つのゾーンからなり、そ
れらは周囲の音を取り込む為に隙間を設けるように配置
する。
6.6.　音に対する建築的操作の応用
6.6.1.　全体計画
　長手方向断面図を図 6 に示す。展示空間が建築を斜め
に貫き、その周辺にはその展示空間と音環境的、機能的
に関わりのある空間を配置している。
6.6.2.　音と連動した展示空間　
　展示空間には、藤沢宿の歴史を描いた浮世絵を展示す
る静かな空間、藤沢を静養の地とした画家や文豪が残し
た作品を展示する自然音の聞こえる空間（図 7）、作業風
景やその音も鑑賞の対象とする湘南の若手作家の為の展
示空間などがある。近世から現代へと歩みを進めるにつ
れ、音環境は徐々に変化してゆく。
6.6.3.　音環境によって居場所を選べる閲覧スペース
図書館の本の配置は、展示室やその他の機能との関わ

りから決定した。また、閲覧スペースは建築内の各所に存
在し、静かな空間だけでなく、室内の音楽を楽しみながら
閲覧できる場所や、子供たちのための場所（図 8）など、そ
の種類は多様である。
6.6.4.　交流や新たな出会いを生み出すスタジオ
　制作や練習の為、あるいはワークショップや教室のため
のスタジオ空間はその使い方によって自由に建具の開
閉・種類を変化させることができる。エントランスの吹き
抜けに面しているため、自分の活動をさりげなく発信した
り、新しい活動に出会うきっかけの場所となる。（図 9）
7.　結
雑誌「新建築」の音に関する建築的操作がなされてい

た作品の分析を基に、音を建築の構成要素と捉えて複
合文化施設を設計することで、聴覚情報による周辺環
境リサーチの可能性や、音に着目することで導かれる
形態やゾーニングのあり方、聴覚的体験による緩やか
な空間の分節あるいは接続の仕方を示した。
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単純に音を遮断ⅰ

音の遮断をデザインへ活かすⅱ

音響学的に良い響きをつくるⅲ

響きを変えるⅳ

音とゾーンⅴ

音とシークエンスⅵ

音を取り込むⅶ

音を発生させるⅷ

視覚との相互作用ⅸ

音で動くⅹ

遮音・防音

人と人を繋げる

気配や合図を感じる

環境との調和

日常と非日常の転換

感覚が研ぎ澄まされる

音自体を楽しむ

1.　研究の背景と目的
　今日の建築は疫病やエネルギーなど様々な観点から外
気を積極的に取り込むことが望まれる。音は空気の振動
であるので、建築設計において空気の流れを考える際に
は、音の伝わり方についても注意を払う必要が生じる。ま
た、聴覚情報は空間体験を印象付ける一要素となり、感情
や生産性、健康などに影響を与えることも近年の研究註１

で明らかにされている。このような背景を踏まえ、建築設
計において聴覚情報がどのように存在して視覚情報など
の他要素と共存すべきかを検討することは重要である。
　本研究では、今日の日本の建築のアーカイブとして雑
誌「新建築」を取り上げ、音に関する建築的操作がなさ
れていた作品の分析を行い、それによって得られる知
見に基づき、音を構成要素として捉えて設計する建築
の可能性をプロジェクトを通じて検討する。
2.　研究の対象と方法
　雑誌「新建築」掲載作品のうち、web サービス「新建築
データ」註 2 に 2021 年 1 月時点で掲載されている
2000年１月号から2020年10月号までの作品の中で、
音に関する建築的操作がなされていた全 154 作品（表
１）を研究対象とする。まず、設計者が着目した音とその目
的を抽出することで音の操作方法を分類し、次にそれぞ

れの音の操作方法に対する建築的操作を分類する。(3,4
章で後述 )
3.　対象作品における音とその操作方法（分析 1）　
3.1.　分析方法
① 各分析対象において、建築の基本情報 (1)、音に関する
言説部分 (2)、それに関連した写真と図面 (3)、設計者が
着目した音とその目的・音的操作・建築的操作をまとめ
た表 (4) を記載したデータシートを作成する。（図１）な
お、音の分類は、小松正史氏の方法註3を参考にして行っ
た。（表２）
②次に、データシートから得られた情報を基に、音を用い
る目的を分類する。
③さらに、前項の結果を基に、音的操作を分類する。
④最後に、音の種類と音的操作の対応関係を分析する。
3.2.　分析結果
3.2.1.　音を用いる目的の分類
　音を用いる目的は、まず「生理的目的」「社会的目的」
「精神的目的」の3つに大別することができた。註4さらに、
「生理的目的」として「遮音・防音」、「社会的目的」として
「人と人を繋げる」「気配や合図を感じる」、「精神的目的」
として「環境との調和」「日常と非日常の転換」「感覚が研
ぎ澄まされる」「音自体を楽しむ」、に細かく分類すること

ができた。
3.2.2.　音的操作の分類
　前項で分類した７つの目的に対し、音的操作を対応さ
せることによって、単純に音を遮断ⅰ、音の遮断をデザイ
ンへ活かすⅱ、音響学的に良い響きをつくるⅲ、響きを変
えるⅳ、音とゾーンⅴ、音とシークエンスⅵ、音を取り込む
ⅶ、音を発生させるⅷ、視覚との相互作用ⅸ、音で動くⅹ
の10種類の操作に分類することができた。（表 3）
3.2.3.　音と音的操作の対応
　音の種類と、前項で分類した 10 種類の音的操作の対
応関係を表 4に示す。表 2で示した 6 種類の音ア）～カ）
に、新たに複数種類の音をキ）として加えた7項目を横軸
とし、ⅰ～ⅹの10種類の音的操作を縦軸とし、それぞれ
該当する作品数を記入している。
　自然音ア）を扱った作品は全て音をプラスに捉えた音
的操作が行われていた。新たに音を発生させるものが多
数であったが、既存の音によって建築にシークエンスや
ゾーンを生み出しているものや、響きを増幅させることで
既存の音に意識を向けさせる作品も見られた。生活音イ）
　　　　　　　　　　　　においては、人と人との繋が
　　　　　　　　　　　　りや気配・合図などを感じる
　　　　　　　　　　　　為の手段となる場合にはプ
　　　　　　　　　　　　ラスに捉えられ、取り込む操
　　　　　　　　　　　　作や響きを変える操作が見
　　　　　　　　　　　　られた。一方で、騒音として捉
　　　　　　　　　　　　えられ、遮音する操作も見ら
　　　　　　　　　　　　れた。交通音ウ）において作
　　　　　　　　　　　　品は全て音をマイナスに捉え
　　　　　　　　　　　　た音的操作が行われていた。
　　　　　　　　　　　　音楽エ）においては、音響学
　　　　　　　　　　　　的に良い響きを作る操作が

よって空間内の音の響き方を変化させるものがあった。
音とゾーンⅴでは、平面また断面における音環境の同化 /
差異化によって空間に一体性 / 多様性をもたらすものや、
バッファ空間やデンによって静かな空間を作り出すもの
があった。音とシークエンスⅵでは、移動によって音がどん
どん変化していくものと音に近づいていくのものがあっ
た。音を取り込むⅶでは、建築に孔を空けるものと、壁の形
や高さの操作によるものがあった。音を発生させるⅷで
は、風による細やかな部材の振動や水を利用したものが
あった。視覚との相互作用ⅸでは、暗闇やメッシュによる
視覚情報の減少または鏡面反射などによる視覚情報の増
幅によって視覚以外の聴覚などの情報に意識を向かわせ
るものがあった。
5.　小結
3,4 章の結果から、設計に用いる音とその目的および

建築的操作の対応関係が明らかになった。図２に示した
建築的操作は、建築の空間構成という「全体」的なものか
ら部材の形状や素材といった「部分」的なものまで多様に
存在し、設計のあらゆる段階でのデザイン決定の手掛かり
となりうる。次章より、これらを応用して設計を行う。
6.　プロジェクト
6.1.　はじめに
本プロジェクトでは前章までに得られた知見をもとに、

音を建築の構成要素の一つであると捉えて以下のような
手順で設計する。
①既存の音環境と求められるプログラムから、対象敷地を
選定する。
②敷地の既存の音環境を把握する。
③求められるプログラムを検討する。
④既存の音環境とプログラムを踏まえ、音によるゾーニン
グを行う。
⑤音のゾーニングを一つの手がかりとして、空間に具体的
な形態やスケール、素材を与える。
6.2.　対象敷地
　対象敷地は、神奈川県藤沢市鵠沼の図 3に示した場所

に設定する。藤沢駅から約 600m離れた場所にあり、駅前
の商業施設などの大きなスケールの建物から住宅地の小
さなスケールへ切り替わる場所である。また、川と公園、三
車線を持つ国道に囲われた場所であり、現在は市民会館
と市民図書館が建っている。
6.3.　敷地の音環境
　敷地の通常時の音圧レベルは45dB註 6であり、比較的
静かであると言える。敷地東側には二級水系である境川
が流れており、川のせせらぎや魚の跳ねる音などを聞くこ
とができる。そのさらに南東側と敷地北側には自然豊かな
公園があり、市の鳥であるカワセミをはじめとする多くの
鳥たちの鳴き声や虫の声が聞こえてくる。南方には鵠沼海
岸が広がっており、日によっては波の音や花火の音が聞こ
えてくる。また、西側の広場は藤沢市民まつりや産業フェ
スタなどイベントの開催場所としても利用され、賑やかな
掛け声や音楽が聞こえる。敷地の音環境をプロットしたも
のを図 4に、音をリスト化したものを表 6に示す。
6.4.　プログラム
　藤沢市は現在、市民会館と市民図書館の老朽化や文化
施設の分散による文化的中心の欠如などといった問題を
抱えている。その状況をふまえ、市民の文化活動の中心地
となる複合文化施設を新たに設計する。具体的な機能と
しては市民会館・市民図書館・市民ギャラリー・美術館
を集約させた建築を計画する。また、周辺の広場や公園と
一体となって利用できるように計画することで屋外イベン
トを開催したり、自然を感じながら活動できるにする場所
を創出する。コンセプトとしては「創造のサイクルを生み出
す場」を目指す。新たな情報や知識を「インプットする場」
と自らの作品や活動を公に「アウトプットする場」、さらに
インプットとアウトプットの間の制作・研究・議論・小規
模な発表のための「スタジオ」といった三つの場を設ける
ことで機能を横断し柔軟に利用できる文化施設を目指す。
6.5.　音ゾーニング
前節までに述べた既存の音環境とプログラムを踏まえ、そ
の場にふさわしい音環境や聴覚的体験を考慮し、建築全

多数であった。他には、異なる音響特性を持つ複数の空
間を一つの建築の中に共存させる操作などがみられた。
4.　建築的操作の分析（分析 2）　
4.1.　分析方法
① 分析 1で得られた10種類の音的操作のうち、単純に
音を遮断ⅰと音で動くⅹの２つを除いた註 58 種類の音的
操作を、樹形図状に細分化し、建築的操作を抽出する。
②前項で分析した建築的操作を、ダイアグラム化し、分類
してまとめる。
4.2.　分析結果
4.2.1.　建築的操作の抽出
8 種類の音的操作を樹形図状に細分化すると表５のよう
になった。別々の音的操作であっても、建築的操作まで細
分化して見てみると、類似した形態を異なる建築要素で
使用していたり、用いている素材などに共通点が見られる
ものもあった。
4.2.2.　建築的操作の分類
　前項で抽出した建築的操作は、その操作を建築のどの
部分に用いているかによって、さらに分類することができ、
その結果は図 2のようになった。以下、音的操作のグルー
プごとに建築的操作について述べていく。
音の遮断をデザインへ活かすⅱでは、半球の傘を持つ

照明によって遮音するもの、遮音のための壁の厚みやレ
イヤーが新たな居場所を作り出しているもの、植栽によっ
て遮音をするものがみられた。音響学的に良い響きをつく
るⅲでは、空間形態や天井・壁の凹凸、素材の操作によっ
て音の拡散と吸音を操作しているものがみられた。素材
や密度の変化によって音響をコントロールの仕方を変化
させると同時に、建築に表情を与えているものもあった。
響きを変えるⅳでは、円形空間内に生じる「ささやきの回
廊」の原理を利用して音を増幅させたり、壁や床の素材に

▲  図 1　データシートの例

▼ 表１　分析対象
新建築  2001年4月号 86P
設計・監理： 竹中工務店
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目的　　　　感覚を研ぎ澄ます
音的操作　　反響＋音を発生させる
建築的操作　セメント二重床＋水盤

「体の動きと五感。セメ
ント板二重床の反響が聴
覚を刺激。感覚は研ぎ澄
まされ、微かな水音まで
が聴覚に語りかける。」

▼  表 2　音の分類と例

▼  表 3　目的と音的操作の分類
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カ）機械器具音　　モーター音など

目的 音的操作

体のゾーニングを計画する。（図 5）
「音楽を楽しむ空間」「賑やかな空間」「自然音を楽しむ空
間」「静かな空間」の4つのゾーンと、それらを横断し貫く
「グラデーショナルな音空間」の５つのゾーンからなり、そ
れらは周囲の音を取り込む為に隙間を設けるように配置
する。
6.6.　音に対する建築的操作の応用
6.6.1.　全体計画
　長手方向断面図を図 6 に示す。展示空間が建築を斜め
に貫き、その周辺にはその展示空間と音環境的、機能的
に関わりのある空間を配置している。
6.6.2.　音と連動した展示空間　
　展示空間には、藤沢宿の歴史を描いた浮世絵を展示す
る静かな空間、藤沢を静養の地とした画家や文豪が残し
た作品を展示する自然音の聞こえる空間（図 7）、作業風
景やその音も鑑賞の対象とする湘南の若手作家の為の展
示空間などがある。近世から現代へと歩みを進めるにつ
れ、音環境は徐々に変化してゆく。
6.6.3.　音環境によって居場所を選べる閲覧スペース
図書館の本の配置は、展示室やその他の機能との関わ

りから決定した。また、閲覧スペースは建築内の各所に存
在し、静かな空間だけでなく、室内の音楽を楽しみながら
閲覧できる場所や、子供たちのための場所（図 8）など、そ
の種類は多様である。
6.6.4.　交流や新たな出会いを生み出すスタジオ
　制作や練習の為、あるいはワークショップや教室のため
のスタジオ空間はその使い方によって自由に建具の開
閉・種類を変化させることができる。エントランスの吹き
抜けに面しているため、自分の活動をさりげなく発信した
り、新しい活動に出会うきっかけの場所となる。（図 9）
7.　結
雑誌「新建築」の音に関する建築的操作がなされてい

た作品の分析を基に、音を建築の構成要素と捉えて複
合文化施設を設計することで、聴覚情報による周辺環
境リサーチの可能性や、音に着目することで導かれる
形態やゾーニングのあり方、聴覚的体験による緩やか
な空間の分節あるいは接続の仕方を示した。

1 海椿葉山
2 世田谷区立桜丘小学校
3 立教池袋中学校・高等学校
4 川越の音楽マンション
5 ONE
6 淡路夢舞台淡路夢舞台に想う 
7 三良坂町無縁墓地　
8 トッパン小石川ビル
9 感覚ミュージアム 
10 兵庫大学健康科学部
11 札幌ドーム
12 トレベルノ恵比寿ビル 
13 Gフラット
14 明治生命高松ビル 
15 山形村立繋小学校 
16 群馬県立館林美術館 
17 鈴木設備事務所社屋 
18 シルバーピアたまがわ 
19 春風館
20 くにさき総合文化センターアストくにさき
21 国立スポーツ科学センター
22 神宮前シティタワー
23 幕張ベイタウン・コア
24 井之頭学園70周年記念館 
25 テラス・ハウス 
26 可児市文化創造センター ala
27 Healing Membrane
28 プライベートギャラリー
29 国立国会図書館関西館 
30 ロレックス東陽町ビル 
31 高根町ふれあい交流ホール
32 琵琶湖の保養所――ON THE EDGE
33 稱名寺本堂 
34 牛舎の改修奥備中風土記館 
35 六花亭真駒内ホール 
36 内海清美源氏物語館
37 福岡県立大学看護学部 
38 国立長崎原爆死没者追悼平和祈念館 
39 プラダブティック青山店
40 国立劇場おきなわ 
41 三春交流館まほら 
42 カトリック町田教会
43 明治大学アカデミーコモン
44 ミューザ川崎
45 早稲田リサーチパーク・コミュニケーションセンター 
46 SHIBUYA O -EAST
47 指名設計競技応募案　ゲント市民文化フォーラム
48 学校法人三室戸学園　東邦音楽大学　グランツザール 
49 カトリック神戸中央教会・社会活動神戸センター
50 NHK神戸放送会館

51 404号室
52 富弘美術館 
53 日本基督教団信濃町教会　
54 F CLINIC
55 上野村ふれあい館　
56 軽井沢大賀ホール
57 ぐんま国際アカデミー　
58 千葉市立打瀬小学校増築棟　
59 月影の郷 
60 清流寺深沢分院 
61 ルネスホール」旧日銀岡山支店改修
62 まどのそとのそのまたむこう 
63 済州島3つの美術館「風」「石」「水」
64 平山郁夫邸寂静庵 
65 武蔵野市立吉祥寺シアター 
66 カーサブリランテ代々木公園 
67 千葉市立美浜打瀬小学校 
68 Moderna
69 珠洲市多目的ホール 
70 川口市立戸塚南小学校
71 Z58
72 フロイデ彦島
73 Studio 御殿山 
74 Sonorium
75 ののやま矯正歯科医院 
76 高知市立・龍馬の生まれたまち記念館
77 五反田の住宅 
78 八ヶ岳の教会 
79 ふじようちえん 
80 安中市立九十九小学校 
81 栄町の音楽ホール 
82 Arte哲学堂 
83 島根県立古代出雲歴史博物館 
84 柿の木坂の集合住宅
85 ワールドシティタワーズ 
86 シンガポール理工系専門学校キャンパス 
87 サントリー研修センター「夢たまご」
88 東京音楽大学100周年記念本館 
89 ニコラス・G・ハイエックセンター
90 大阪芸術大学芸術劇場 10号館他 
91 東北公益文科大学酒田キャンパス公益ホール 
92 サントリーホール 20周年改修 
93 大隈講堂（保存・再生）
94 佐川美術館樂吉左衞門館 
95 南洋堂書店改修
96 深圳文化中心 
97 駿府教会 
98 いわき芸術文化交流館　アリオス 
99 座・高円寺 
100 大船渡市民文化会館・市立図書館／リアスホール 
101 東北大学百周年記念会館　川内萩ホール　
102 STITCH

103 DNP創発の杜　箱根研修センター第2
104 上大須賀の家 
105 宇都宮大学オプティクス教育研究センター
106 東邦音楽大学 70周年記念館 
107 ヤマハ銀座ビル 
108 奥多摩森林セラピーロード香りの道登計トレイル　
109 淡路人形会館（仮称）
110 恵比寿のオフィス　
111 豊島美術館
112 台中メトロポリタン・オペラハウス　
113 FBC　福岡バースクリニック
114 目黒のテラスハウス 
115 清瀬けやきホール
116 MR_DESIGN OFFICE
117 日東薬品 Cento anni Hall
118 今治市岩田健母と子のミュージアム 
119 港区立高輪子ども中高生プラザ 
120 Mアパートメント 
121 明治大学創立130周年記念和泉図書館 
122 静岡市清水文化会館 
123 森音テラス
124 茅ヶ崎シオン・キリスト教会／聖鳩幼稚園 
125 竹林寺納骨堂 
126 阿佐ヶ谷の書庫 
127 柏崎市文化会館アルフォーレ 
128 ルツェルン・フェスティバル　アーク・ノヴァ　
129 ラクイラ仮設音楽ホール 
130 セトレマリーナびわ湖　
131 桐朋学園大学調布キャンパス1号館 
132 山手通りの住宅 
133 湘南キリスト教会
134 老人ホームながはま 
135 アガ・カーンミュージアム 
136 ダリウス・ミヨー音楽院 
137 同志社京田辺会堂　
138 つくばみらい市立陽光台小学校　
139 会津坂下町立坂下東幼稚園 
140 洸庭 
141 陸前高田市立高田東中学校
142 ISAK Kamiyama Academic Center ＋ Residence 4
143 愛知産業大学工業高等学校伊勢山校舎 
144 音楽練習共用施設　
145 虎渓用水広場
146 釜石市民ホールTETTO
147 長野市第一庁舎・長野市芸術館 
148 ピアノ室のある長屋 
149 竹中工務店東京本店イノベーションプロジェクト
150 日本基督教団番町教会 
151 関町東の集合住宅 KOMORE Bldg.
152 アキシマエンシス（昭島市教育福祉総合センター） 
153 清光社埼玉支店　
154 戸田建設筑波技術研究所 
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※ア～カは表２、ⅰ～ⅹは表３の分類に対応

ⅱ音の遮断を
デザインへ活かす

ⅶ音を取り込む

ⅸ視覚との
相互作用

ⅷ音を発生させる

ⅵ音とシークエンスⅴ音とゾーン

空間
構成

空間
形態

天井

床

壁

その他

ⅲ音響学的に
良い響きを

つくる

ⅳ響きを変える

水 風

素材

形状

1.　研究の背景と目的
　今日の建築は疫病やエネルギーなど様々な観点から外
気を積極的に取り込むことが望まれる。音は空気の振動
であるので、建築設計において空気の流れを考える際に
は、音の伝わり方についても注意を払う必要が生じる。ま
た、聴覚情報は空間体験を印象付ける一要素となり、感情
や生産性、健康などに影響を与えることも近年の研究註１

で明らかにされている。このような背景を踏まえ、建築設
計において聴覚情報がどのように存在して視覚情報など
の他要素と共存すべきかを検討することは重要である。
　本研究では、今日の日本の建築のアーカイブとして雑
誌「新建築」を取り上げ、音に関する建築的操作がなさ
れていた作品の分析を行い、それによって得られる知
見に基づき、音を構成要素として捉えて設計する建築
の可能性をプロジェクトを通じて検討する。
2.　研究の対象と方法
　雑誌「新建築」掲載作品のうち、web サービス「新建築
データ」註 2 に 2021 年 1 月時点で掲載されている
2000年１月号から2020年10月号までの作品の中で、
音に関する建築的操作がなされていた全 154 作品（表
１）を研究対象とする。まず、設計者が着目した音とその目
的を抽出することで音の操作方法を分類し、次にそれぞ

ができた。
3.2.2.　音的操作の分類
　前項で分類した７つの目的に対し、音的操作を対応さ
せることによって、単純に音を遮断ⅰ、音の遮断をデザイ
ンへ活かすⅱ、音響学的に良い響きをつくるⅲ、響きを変
えるⅳ、音とゾーンⅴ、音とシークエンスⅵ、音を取り込む
ⅶ、音を発生させるⅷ、視覚との相互作用ⅸ、音で動くⅹ
の10種類の操作に分類することができた。（表 3）
3.2.3.　音と音的操作の対応
　音の種類と、前項で分類した 10 種類の音的操作の対
応関係を表 4に示す。表 2で示した 6 種類の音ア）～カ）
に、新たに複数種類の音をキ）として加えた7項目を横軸
とし、ⅰ～ⅹの10種類の音的操作を縦軸とし、それぞれ
該当する作品数を記入している。
　自然音ア）を扱った作品は全て音をプラスに捉えた音
的操作が行われていた。新たに音を発生させるものが多
数であったが、既存の音によって建築にシークエンスや
ゾーンを生み出しているものや、響きを増幅させることで
既存の音に意識を向けさせる作品も見られた。生活音イ）
　　　　　　　　　　　　においては、人と人との繋が
　　　　　　　　　　　　りや気配・合図などを感じる
　　　　　　　　　　　　為の手段となる場合にはプ
　　　　　　　　　　　　ラスに捉えられ、取り込む操
　　　　　　　　　　　　作や響きを変える操作が見
　　　　　　　　　　　　られた。一方で、騒音として捉
　　　　　　　　　　　　えられ、遮音する操作も見ら
　　　　　　　　　　　　れた。交通音ウ）において作
　　　　　　　　　　　　品は全て音をマイナスに捉え
　　　　　　　　　　　　た音的操作が行われていた。
　　　　　　　　　　　　音楽エ）においては、音響学
　　　　　　　　　　　　的に良い響きを作る操作が

よって空間内の音の響き方を変化させるものがあった。
音とゾーンⅴでは、平面また断面における音環境の同化 /
差異化によって空間に一体性 / 多様性をもたらすものや、
バッファ空間やデンによって静かな空間を作り出すもの
があった。音とシークエンスⅵでは、移動によって音がどん
どん変化していくものと音に近づいていくのものがあっ
た。音を取り込むⅶでは、建築に孔を空けるものと、壁の形
や高さの操作によるものがあった。音を発生させるⅷで
は、風による細やかな部材の振動や水を利用したものが
あった。視覚との相互作用ⅸでは、暗闇やメッシュによる
視覚情報の減少または鏡面反射などによる視覚情報の増
幅によって視覚以外の聴覚などの情報に意識を向かわせ
るものがあった。
5.　小結
3,4 章の結果から、設計に用いる音とその目的および
建築的操作の対応関係が明らかになった。図２に示した
建築的操作は、建築の空間構成という「全体」的なものか
ら部材の形状や素材といった「部分」的なものまで多様に
存在し、設計のあらゆる段階でのデザイン決定の手掛かり
となりうる。次章より、これらを応用して設計を行う。
6.　プロジェクト
6.1.　はじめに
本プロジェクトでは前章までに得られた知見をもとに、
音を建築の構成要素の一つであると捉えて以下のような
手順で設計する。
①既存の音環境と求められるプログラムから、対象敷地を
選定する。
②敷地の既存の音環境を把握する。
③求められるプログラムを検討する。
④既存の音環境とプログラムを踏まえ、音によるゾーニン
グを行う。
⑤音のゾーニングを一つの手がかりとして、空間に具体的
な形態やスケール、素材を与える。
6.2.　対象敷地
　対象敷地は、神奈川県藤沢市鵠沼の図 3に示した場所

に設定する。藤沢駅から約 600m離れた場所にあり、駅前
の商業施設などの大きなスケールの建物から住宅地の小
さなスケールへ切り替わる場所である。また、川と公園、三
車線を持つ国道に囲われた場所であり、現在は市民会館
と市民図書館が建っている。
6.3.　敷地の音環境
　敷地の通常時の音圧レベルは45dB註 6であり、比較的
静かであると言える。敷地東側には二級水系である境川
が流れており、川のせせらぎや魚の跳ねる音などを聞くこ
とができる。そのさらに南東側と敷地北側には自然豊かな
公園があり、市の鳥であるカワセミをはじめとする多くの
鳥たちの鳴き声や虫の声が聞こえてくる。南方には鵠沼海
岸が広がっており、日によっては波の音や花火の音が聞こ
えてくる。また、西側の広場は藤沢市民まつりや産業フェ
スタなどイベントの開催場所としても利用され、賑やかな
掛け声や音楽が聞こえる。敷地の音環境をプロットしたも
のを図 4に、音をリスト化したものを表 6に示す。
6.4.　プログラム
　藤沢市は現在、市民会館と市民図書館の老朽化や文化
施設の分散による文化的中心の欠如などといった問題を
抱えている。その状況をふまえ、市民の文化活動の中心地
となる複合文化施設を新たに設計する。具体的な機能と
しては市民会館・市民図書館・市民ギャラリー・美術館
を集約させた建築を計画する。また、周辺の広場や公園と
一体となって利用できるように計画することで屋外イベン
トを開催したり、自然を感じながら活動できるにする場所
を創出する。コンセプトとしては「創造のサイクルを生み出
す場」を目指す。新たな情報や知識を「インプットする場」
と自らの作品や活動を公に「アウトプットする場」、さらに
インプットとアウトプットの間の制作・研究・議論・小規
模な発表のための「スタジオ」といった三つの場を設ける
ことで機能を横断し柔軟に利用できる文化施設を目指す。
6.5.　音ゾーニング
前節までに述べた既存の音環境とプログラムを踏まえ、そ
の場にふさわしい音環境や聴覚的体験を考慮し、建築全

多数であった。他には、異なる音響特性を持つ複数の空
間を一つの建築の中に共存させる操作などがみられた。
4.　建築的操作の分析（分析 2）　
4.1.　分析方法
① 分析 1で得られた10種類の音的操作のうち、単純に
音を遮断ⅰと音で動くⅹの２つを除いた註 58 種類の音的
操作を、樹形図状に細分化し、建築的操作を抽出する。
②前項で分析した建築的操作を、ダイアグラム化し、分類
してまとめる。
4.2.　分析結果
4.2.1.　建築的操作の抽出
8 種類の音的操作を樹形図状に細分化すると表５のよう
になった。別々の音的操作であっても、建築的操作まで細
分化して見てみると、類似した形態を異なる建築要素で
使用していたり、用いている素材などに共通点が見られる
ものもあった。
4.2.2.　建築的操作の分類
　前項で抽出した建築的操作は、その操作を建築のどの
部分に用いているかによって、さらに分類することができ、
その結果は図 2のようになった。以下、音的操作のグルー
プごとに建築的操作について述べていく。
音の遮断をデザインへ活かすⅱでは、半球の傘を持つ
照明によって遮音するもの、遮音のための壁の厚みやレ
イヤーが新たな居場所を作り出しているもの、植栽によっ
て遮音をするものがみられた。音響学的に良い響きをつく
るⅲでは、空間形態や天井・壁の凹凸、素材の操作によっ
て音の拡散と吸音を操作しているものがみられた。素材
や密度の変化によって音響をコントロールの仕方を変化
させると同時に、建築に表情を与えているものもあった。
響きを変えるⅳでは、円形空間内に生じる「ささやきの回
廊」の原理を利用して音を増幅させたり、壁や床の素材に

▲ 図 2　建築的操作の分類

▼ 表 5　建築的操作の抽出

▼ 表 4　音と音的操作の対応
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体のゾーニングを計画する。（図 5）
「音楽を楽しむ空間」「賑やかな空間」「自然音を楽しむ空
間」「静かな空間」の4つのゾーンと、それらを横断し貫く
「グラデーショナルな音空間」の５つのゾーンからなり、そ
れらは周囲の音を取り込む為に隙間を設けるように配置
する。
6.6.　音に対する建築的操作の応用
6.6.1.　全体計画
　長手方向断面図を図 6 に示す。展示空間が建築を斜め
に貫き、その周辺にはその展示空間と音環境的、機能的
に関わりのある空間を配置している。
6.6.2.　音と連動した展示空間　
　展示空間には、藤沢宿の歴史を描いた浮世絵を展示す
る静かな空間、藤沢を静養の地とした画家や文豪が残し
た作品を展示する自然音の聞こえる空間（図 7）、作業風
景やその音も鑑賞の対象とする湘南の若手作家の為の展
示空間などがある。近世から現代へと歩みを進めるにつ
れ、音環境は徐々に変化してゆく。
6.6.3.　音環境によって居場所を選べる閲覧スペース
図書館の本の配置は、展示室やその他の機能との関わ

りから決定した。また、閲覧スペースは建築内の各所に存
在し、静かな空間だけでなく、室内の音楽を楽しみながら
閲覧できる場所や、子供たちのための場所（図 8）など、そ
の種類は多様である。
6.6.4.　交流や新たな出会いを生み出すスタジオ
　制作や練習の為、あるいはワークショップや教室のため
のスタジオ空間はその使い方によって自由に建具の開
閉・種類を変化させることができる。エントランスの吹き
抜けに面しているため、自分の活動をさりげなく発信した
り、新しい活動に出会うきっかけの場所となる。（図 9）
7.　結
雑誌「新建築」の音に関する建築的操作がなされてい

た作品の分析を基に、音を建築の構成要素と捉えて複
合文化施設を設計することで、聴覚情報による周辺環
境リサーチの可能性や、音に着目することで導かれる
形態やゾーニングのあり方、聴覚的体験による緩やか
な空間の分節あるいは接続の仕方を示した。
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1.　研究の背景と目的
　今日の建築は疫病やエネルギーなど様々な観点から外
気を積極的に取り込むことが望まれる。音は空気の振動
であるので、建築設計において空気の流れを考える際に
は、音の伝わり方についても注意を払う必要が生じる。ま
た、聴覚情報は空間体験を印象付ける一要素となり、感情
や生産性、健康などに影響を与えることも近年の研究註１

で明らかにされている。このような背景を踏まえ、建築設
計において聴覚情報がどのように存在して視覚情報など
の他要素と共存すべきかを検討することは重要である。
　本研究では、今日の日本の建築のアーカイブとして雑
誌「新建築」を取り上げ、音に関する建築的操作がなさ
れていた作品の分析を行い、それによって得られる知
見に基づき、音を構成要素として捉えて設計する建築
の可能性をプロジェクトを通じて検討する。
2.　研究の対象と方法
　雑誌「新建築」掲載作品のうち、web サービス「新建築
データ」註 2 に 2021 年 1 月時点で掲載されている
2000年１月号から2020年10月号までの作品の中で、
音に関する建築的操作がなされていた全 154 作品（表
１）を研究対象とする。まず、設計者が着目した音とその目
的を抽出することで音の操作方法を分類し、次にそれぞ

ができた。
3.2.2.　音的操作の分類
　前項で分類した７つの目的に対し、音的操作を対応さ
せることによって、単純に音を遮断ⅰ、音の遮断をデザイ
ンへ活かすⅱ、音響学的に良い響きをつくるⅲ、響きを変
えるⅳ、音とゾーンⅴ、音とシークエンスⅵ、音を取り込む
ⅶ、音を発生させるⅷ、視覚との相互作用ⅸ、音で動くⅹ
の10種類の操作に分類することができた。（表 3）
3.2.3.　音と音的操作の対応
　音の種類と、前項で分類した 10 種類の音的操作の対
応関係を表 4に示す。表 2で示した 6 種類の音ア）～カ）
に、新たに複数種類の音をキ）として加えた7項目を横軸
とし、ⅰ～ⅹの10種類の音的操作を縦軸とし、それぞれ
該当する作品数を記入している。
　自然音ア）を扱った作品は全て音をプラスに捉えた音
的操作が行われていた。新たに音を発生させるものが多
数であったが、既存の音によって建築にシークエンスや
ゾーンを生み出しているものや、響きを増幅させることで
既存の音に意識を向けさせる作品も見られた。生活音イ）
　　　　　　　　　　　　においては、人と人との繋が
　　　　　　　　　　　　りや気配・合図などを感じる
　　　　　　　　　　　　為の手段となる場合にはプ
　　　　　　　　　　　　ラスに捉えられ、取り込む操
　　　　　　　　　　　　作や響きを変える操作が見
　　　　　　　　　　　　られた。一方で、騒音として捉
　　　　　　　　　　　　えられ、遮音する操作も見ら
　　　　　　　　　　　　れた。交通音ウ）において作
　　　　　　　　　　　　品は全て音をマイナスに捉え
　　　　　　　　　　　　た音的操作が行われていた。
　　　　　　　　　　　　音楽エ）においては、音響学
　　　　　　　　　　　　的に良い響きを作る操作が

よって空間内の音の響き方を変化させるものがあった。
音とゾーンⅴでは、平面また断面における音環境の同化 /
差異化によって空間に一体性 / 多様性をもたらすものや、
バッファ空間やデンによって静かな空間を作り出すもの
があった。音とシークエンスⅵでは、移動によって音がどん
どん変化していくものと音に近づいていくのものがあっ
た。音を取り込むⅶでは、建築に孔を空けるものと、壁の形
や高さの操作によるものがあった。音を発生させるⅷで
は、風による細やかな部材の振動や水を利用したものが
あった。視覚との相互作用ⅸでは、暗闇やメッシュによる
視覚情報の減少または鏡面反射などによる視覚情報の増
幅によって視覚以外の聴覚などの情報に意識を向かわせ
るものがあった。
5.　小結
3,4 章の結果から、設計に用いる音とその目的および
建築的操作の対応関係が明らかになった。図２に示した
建築的操作は、建築の空間構成という「全体」的なものか
ら部材の形状や素材といった「部分」的なものまで多様に
存在し、設計のあらゆる段階でのデザイン決定の手掛かり
となりうる。次章より、これらを応用して設計を行う。
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①既存の音環境と求められるプログラムから、対象敷地を
選定する。
②敷地の既存の音環境を把握する。
③求められるプログラムを検討する。
④既存の音環境とプログラムを踏まえ、音によるゾーニン
グを行う。
⑤音のゾーニングを一つの手がかりとして、空間に具体的
な形態やスケール、素材を与える。
6.2.　対象敷地
　対象敷地は、神奈川県藤沢市鵠沼の図 3に示した場所

に設定する。藤沢駅から約 600m離れた場所にあり、駅前
の商業施設などの大きなスケールの建物から住宅地の小
さなスケールへ切り替わる場所である。また、川と公園、三
車線を持つ国道に囲われた場所であり、現在は市民会館
と市民図書館が建っている。
6.3.　敷地の音環境
　敷地の通常時の音圧レベルは45dB註 6であり、比較的
静かであると言える。敷地東側には二級水系である境川
が流れており、川のせせらぎや魚の跳ねる音などを聞くこ
とができる。そのさらに南東側と敷地北側には自然豊かな
公園があり、市の鳥であるカワセミをはじめとする多くの
鳥たちの鳴き声や虫の声が聞こえてくる。南方には鵠沼海
岸が広がっており、日によっては波の音や花火の音が聞こ
えてくる。また、西側の広場は藤沢市民まつりや産業フェ
スタなどイベントの開催場所としても利用され、賑やかな
掛け声や音楽が聞こえる。敷地の音環境をプロットしたも
のを図 4に、音をリスト化したものを表 6に示す。
6.4.　プログラム
　藤沢市は現在、市民会館と市民図書館の老朽化や文化
施設の分散による文化的中心の欠如などといった問題を
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となる複合文化施設を新たに設計する。具体的な機能と
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を集約させた建築を計画する。また、周辺の広場や公園と
一体となって利用できるように計画することで屋外イベン
トを開催したり、自然を感じながら活動できるにする場所
を創出する。コンセプトとしては「創造のサイクルを生み出
す場」を目指す。新たな情報や知識を「インプットする場」
と自らの作品や活動を公に「アウトプットする場」、さらに
インプットとアウトプットの間の制作・研究・議論・小規
模な発表のための「スタジオ」といった三つの場を設ける
ことで機能を横断し柔軟に利用できる文化施設を目指す。
6.5.　音ゾーニング
前節までに述べた既存の音環境とプログラムを踏まえ、そ
の場にふさわしい音環境や聴覚的体験を考慮し、建築全

多数であった。他には、異なる音響特性を持つ複数の空
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イヤーが新たな居場所を作り出しているもの、植栽によっ
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響きを変えるⅳでは、円形空間内に生じる「ささやきの回
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景やその音も鑑賞の対象とする湘南の若手作家の為の展
示空間などがある。近世から現代へと歩みを進めるにつ
れ、音環境は徐々に変化してゆく。
6.6.3.　音環境によって居場所を選べる閲覧スペース
図書館の本の配置は、展示室やその他の機能との関わ

りから決定した。また、閲覧スペースは建築内の各所に存
在し、静かな空間だけでなく、室内の音楽を楽しみながら
閲覧できる場所や、子供たちのための場所（図 8）など、そ
の種類は多様である。
6.6.4.　交流や新たな出会いを生み出すスタジオ
　制作や練習の為、あるいはワークショップや教室のため
のスタジオ空間はその使い方によって自由に建具の開
閉・種類を変化させることができる。エントランスの吹き
抜けに面しているため、自分の活動をさりげなく発信した
り、新しい活動に出会うきっかけの場所となる。（図 9）
7.　結
雑誌「新建築」の音に関する建築的操作がなされてい
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　今日の建築は疫病やエネルギーなど様々な観点から外
気を積極的に取り込むことが望まれる。音は空気の振動
であるので、建築設計において空気の流れを考える際に
は、音の伝わり方についても注意を払う必要が生じる。ま
た、聴覚情報は空間体験を印象付ける一要素となり、感情
や生産性、健康などに影響を与えることも近年の研究註１

で明らかにされている。このような背景を踏まえ、建築設
計において聴覚情報がどのように存在して視覚情報など
の他要素と共存すべきかを検討することは重要である。
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誌「新建築」を取り上げ、音に関する建築的操作がなさ
れていた作品の分析を行い、それによって得られる知
見に基づき、音を構成要素として捉えて設計する建築
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　　　　　　　　　　　　えられ、遮音する操作も見ら
　　　　　　　　　　　　れた。交通音ウ）において作
　　　　　　　　　　　　品は全て音をマイナスに捉え
　　　　　　　　　　　　た音的操作が行われていた。
　　　　　　　　　　　　音楽エ）においては、音響学
　　　　　　　　　　　　的に良い響きを作る操作が
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よって空間内の音の響き方を変化させるものがあった。
音とゾーンⅴでは、平面また断面における音環境の同化 /
差異化によって空間に一体性 / 多様性をもたらすものや、
バッファ空間やデンによって静かな空間を作り出すもの
があった。音とシークエンスⅵでは、移動によって音がどん
どん変化していくものと音に近づいていくのものがあっ
た。音を取り込むⅶでは、建築に孔を空けるものと、壁の形
や高さの操作によるものがあった。音を発生させるⅷで
は、風による細やかな部材の振動や水を利用したものが
あった。視覚との相互作用ⅸでは、暗闇やメッシュによる
視覚情報の減少または鏡面反射などによる視覚情報の増
幅によって視覚以外の聴覚などの情報に意識を向かわせ
るものがあった。
5.　小結
3,4 章の結果から、設計に用いる音とその目的および

建築的操作の対応関係が明らかになった。図２に示した
建築的操作は、建築の空間構成という「全体」的なものか
ら部材の形状や素材といった「部分」的なものまで多様に
存在し、設計のあらゆる段階でのデザイン決定の手掛かり
となりうる。次章より、これらを応用して設計を行う。
6.　プロジェクト
6.1.　はじめに
本プロジェクトでは前章までに得られた知見をもとに、

音を建築の構成要素の一つであると捉えて以下のような
手順で設計する。
①既存の音環境と求められるプログラムから、対象敷地を
選定する。
②敷地の既存の音環境を把握する。
③求められるプログラムを検討する。
④既存の音環境とプログラムを踏まえ、音によるゾーニン
グを行う。
⑤音のゾーニングを一つの手がかりとして、空間に具体的
な形態やスケール、素材を与える。
6.2.　対象敷地
　対象敷地は、神奈川県藤沢市鵠沼の図 3に示した場所

に設定する。藤沢駅から約 600m離れた場所にあり、駅前
の商業施設などの大きなスケールの建物から住宅地の小
さなスケールへ切り替わる場所である。また、川と公園、三
車線を持つ国道に囲われた場所であり、現在は市民会館
と市民図書館が建っている。
6.3.　敷地の音環境
　敷地の通常時の音圧レベルは45dB註 6であり、比較的
静かであると言える。敷地東側には二級水系である境川
が流れており、川のせせらぎや魚の跳ねる音などを聞くこ
とができる。そのさらに南東側と敷地北側には自然豊かな
公園があり、市の鳥であるカワセミをはじめとする多くの
鳥たちの鳴き声や虫の声が聞こえてくる。南方には鵠沼海
岸が広がっており、日によっては波の音や花火の音が聞こ
えてくる。また、西側の広場は藤沢市民まつりや産業フェ
スタなどイベントの開催場所としても利用され、賑やかな
掛け声や音楽が聞こえる。敷地の音環境をプロットしたも
のを図 4に、音をリスト化したものを表 6に示す。
6.4.　プログラム
　藤沢市は現在、市民会館と市民図書館の老朽化や文化
施設の分散による文化的中心の欠如などといった問題を
抱えている。その状況をふまえ、市民の文化活動の中心地
となる複合文化施設を新たに設計する。具体的な機能と
しては市民会館・市民図書館・市民ギャラリー・美術館
を集約させた建築を計画する。また、周辺の広場や公園と
一体となって利用できるように計画することで屋外イベン
トを開催したり、自然を感じながら活動できるにする場所
を創出する。コンセプトとしては「創造のサイクルを生み出
す場」を目指す。新たな情報や知識を「インプットする場」
と自らの作品や活動を公に「アウトプットする場」、さらに
インプットとアウトプットの間の制作・研究・議論・小規
模な発表のための「スタジオ」といった三つの場を設ける
ことで機能を横断し柔軟に利用できる文化施設を目指す。
6.5.　音ゾーニング
前節までに述べた既存の音環境とプログラムを踏まえ、そ
の場にふさわしい音環境や聴覚的体験を考慮し、建築全

多数であった。他には、異なる音響特性を持つ複数の空
間を一つの建築の中に共存させる操作などがみられた。
4.　建築的操作の分析（分析 2）　
4.1.　分析方法
① 分析 1で得られた10種類の音的操作のうち、単純に
音を遮断ⅰと音で動くⅹの２つを除いた註 58 種類の音的
操作を、樹形図状に細分化し、建築的操作を抽出する。
②前項で分析した建築的操作を、ダイアグラム化し、分類
してまとめる。
4.2.　分析結果
4.2.1.　建築的操作の抽出
8 種類の音的操作を樹形図状に細分化すると表５のよう
になった。別々の音的操作であっても、建築的操作まで細
分化して見てみると、類似した形態を異なる建築要素で
使用していたり、用いている素材などに共通点が見られる
ものもあった。
4.2.2.　建築的操作の分類
　前項で抽出した建築的操作は、その操作を建築のどの
部分に用いているかによって、さらに分類することができ、
その結果は図 2のようになった。以下、音的操作のグルー
プごとに建築的操作について述べていく。
音の遮断をデザインへ活かすⅱでは、半球の傘を持つ
照明によって遮音するもの、遮音のための壁の厚みやレ
イヤーが新たな居場所を作り出しているもの、植栽によっ
て遮音をするものがみられた。音響学的に良い響きをつく
るⅲでは、空間形態や天井・壁の凹凸、素材の操作によっ
て音の拡散と吸音を操作しているものがみられた。素材
や密度の変化によって音響をコントロールの仕方を変化
させると同時に、建築に表情を与えているものもあった。
響きを変えるⅳでは、円形空間内に生じる「ささやきの回
廊」の原理を利用して音を増幅させたり、壁や床の素材に

体のゾーニングを計画する。（図 5）
「音楽を楽しむ空間」「賑やかな空間」「自然音を楽しむ空
間」「静かな空間」の4つのゾーンと、それらを横断し貫く
「グラデーショナルな音空間」の５つのゾーンからなり、そ
れらは周囲の音を取り込む為に隙間を設けるように配置
する。
6.6.　音に対する建築的操作の応用
6.6.1.　全体計画
　長手方向断面図を図 6 に示す。展示空間が建築を斜め
に貫き、その周辺にはその展示空間と音環境的、機能的
に関わりのある空間を配置している。
6.6.2.　音と連動した展示空間　
　展示空間には、藤沢宿の歴史を描いた浮世絵を展示す
る静かな空間、藤沢を静養の地とした画家や文豪が残し
た作品を展示する自然音の聞こえる空間（図 7）、作業風
景やその音も鑑賞の対象とする湘南の若手作家の為の展
示空間などがある。近世から現代へと歩みを進めるにつ
れ、音環境は徐々に変化してゆく。
6.6.3.　音環境によって居場所を選べる閲覧スペース
図書館の本の配置は、展示室やその他の機能との関わ

りから決定した。また、閲覧スペースは建築内の各所に存
在し、静かな空間だけでなく、室内の音楽を楽しみながら
閲覧できる場所や、子供たちのための場所（図 8）など、そ
の種類は多様である。
6.6.4.　交流や新たな出会いを生み出すスタジオ
　制作や練習の為、あるいはワークショップや教室のため
のスタジオ空間はその使い方によって自由に建具の開
閉・種類を変化させることができる。エントランスの吹き
抜けに面しているため、自分の活動をさりげなく発信した
り、新しい活動に出会うきっかけの場所となる。（図 9）
7.　結
雑誌「新建築」の音に関する建築的操作がなされてい

た作品の分析を基に、音を建築の構成要素と捉えて複
合文化施設を設計することで、聴覚情報による周辺環
境リサーチの可能性や、音に着目することで導かれる
形態やゾーニングのあり方、聴覚的体験による緩やか
な空間の分節あるいは接続の仕方を示した。

▲  図 6　長手断面図

▲  図 7　自然音の聞こえる展示空間

▲  図 8　子供たちの閲覧スペースとお話しスペース

▲  図 9　エントランス吹き抜け
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1.　研究の背景と目的
　今日の建築は疫病やエネルギーなど様々な観点から外
気を積極的に取り込むことが望まれる。音は空気の振動
であるので、建築設計において空気の流れを考える際に
は、音の伝わり方についても注意を払う必要が生じる。ま
た、聴覚情報は空間体験を印象付ける一要素となり、感情
や生産性、健康などに影響を与えることも近年の研究註１

で明らかにされている。このような背景を踏まえ、建築設
計において聴覚情報がどのように存在して視覚情報など
の他要素と共存すべきかを検討することは重要である。
　本研究では、今日の日本の建築のアーカイブとして雑
誌「新建築」を取り上げ、音に関する建築的操作がなさ
れていた作品の分析を行い、それによって得られる知
見に基づき、音を構成要素として捉えて設計する建築
の可能性をプロジェクトを通じて検討する。
2.　研究の対象と方法
　雑誌「新建築」掲載作品のうち、web サービス「新建築
データ」註 2 に 2021 年 1 月時点で掲載されている
2000年１月号から2020年10月号までの作品の中で、
音に関する建築的操作がなされていた全 154 作品（表
１）を研究対象とする。まず、設計者が着目した音とその目
的を抽出することで音の操作方法を分類し、次にそれぞ

ができた。
3.2.2.　音的操作の分類
　前項で分類した７つの目的に対し、音的操作を対応さ
せることによって、単純に音を遮断ⅰ、音の遮断をデザイ
ンへ活かすⅱ、音響学的に良い響きをつくるⅲ、響きを変
えるⅳ、音とゾーンⅴ、音とシークエンスⅵ、音を取り込む
ⅶ、音を発生させるⅷ、視覚との相互作用ⅸ、音で動くⅹ
の10種類の操作に分類することができた。（表 3）
3.2.3.　音と音的操作の対応
　音の種類と、前項で分類した 10 種類の音的操作の対
応関係を表 4に示す。表 2で示した 6 種類の音ア）～カ）
に、新たに複数種類の音をキ）として加えた7項目を横軸
とし、ⅰ～ⅹの10種類の音的操作を縦軸とし、それぞれ
該当する作品数を記入している。
　自然音ア）を扱った作品は全て音をプラスに捉えた音
的操作が行われていた。新たに音を発生させるものが多
数であったが、既存の音によって建築にシークエンスや
ゾーンを生み出しているものや、響きを増幅させることで
既存の音に意識を向けさせる作品も見られた。生活音イ）
　　　　　　　　　　　　においては、人と人との繋が
　　　　　　　　　　　　りや気配・合図などを感じる
　　　　　　　　　　　　為の手段となる場合にはプ
　　　　　　　　　　　　ラスに捉えられ、取り込む操
　　　　　　　　　　　　作や響きを変える操作が見
　　　　　　　　　　　　られた。一方で、騒音として捉
　　　　　　　　　　　　えられ、遮音する操作も見ら
　　　　　　　　　　　　れた。交通音ウ）において作
　　　　　　　　　　　　品は全て音をマイナスに捉え
　　　　　　　　　　　　た音的操作が行われていた。
　　　　　　　　　　　　音楽エ）においては、音響学
　　　　　　　　　　　　的に良い響きを作る操作が
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に設定する。藤沢駅から約 600m離れた場所にあり、駅前
の商業施設などの大きなスケールの建物から住宅地の小
さなスケールへ切り替わる場所である。また、川と公園、三
車線を持つ国道に囲われた場所であり、現在は市民会館
と市民図書館が建っている。
6.3.　敷地の音環境
　敷地の通常時の音圧レベルは45dB註 6であり、比較的
静かであると言える。敷地東側には二級水系である境川
が流れており、川のせせらぎや魚の跳ねる音などを聞くこ
とができる。そのさらに南東側と敷地北側には自然豊かな
公園があり、市の鳥であるカワセミをはじめとする多くの
鳥たちの鳴き声や虫の声が聞こえてくる。南方には鵠沼海
岸が広がっており、日によっては波の音や花火の音が聞こ
えてくる。また、西側の広場は藤沢市民まつりや産業フェ
スタなどイベントの開催場所としても利用され、賑やかな
掛け声や音楽が聞こえる。敷地の音環境をプロットしたも
のを図 4に、音をリスト化したものを表 6に示す。
6.4.　プログラム
　藤沢市は現在、市民会館と市民図書館の老朽化や文化
施設の分散による文化的中心の欠如などといった問題を
抱えている。その状況をふまえ、市民の文化活動の中心地
となる複合文化施設を新たに設計する。具体的な機能と
しては市民会館・市民図書館・市民ギャラリー・美術館
を集約させた建築を計画する。また、周辺の広場や公園と
一体となって利用できるように計画することで屋外イベン
トを開催したり、自然を感じながら活動できるにする場所
を創出する。コンセプトとしては「創造のサイクルを生み出
す場」を目指す。新たな情報や知識を「インプットする場」
と自らの作品や活動を公に「アウトプットする場」、さらに
インプットとアウトプットの間の制作・研究・議論・小規
模な発表のための「スタジオ」といった三つの場を設ける
ことで機能を横断し柔軟に利用できる文化施設を目指す。
6.5.　音ゾーニング
前節までに述べた既存の音環境とプログラムを踏まえ、そ
の場にふさわしい音環境や聴覚的体験を考慮し、建築全

多数であった。他には、異なる音響特性を持つ複数の空
間を一つの建築の中に共存させる操作などがみられた。
4.　建築的操作の分析（分析 2）　
4.1.　分析方法
① 分析 1で得られた10種類の音的操作のうち、単純に
音を遮断ⅰと音で動くⅹの２つを除いた註 58 種類の音的
操作を、樹形図状に細分化し、建築的操作を抽出する。
②前項で分析した建築的操作を、ダイアグラム化し、分類
してまとめる。
4.2.　分析結果
4.2.1.　建築的操作の抽出
8 種類の音的操作を樹形図状に細分化すると表５のよう
になった。別々の音的操作であっても、建築的操作まで細
分化して見てみると、類似した形態を異なる建築要素で
使用していたり、用いている素材などに共通点が見られる
ものもあった。
4.2.2.　建築的操作の分類
　前項で抽出した建築的操作は、その操作を建築のどの
部分に用いているかによって、さらに分類することができ、
その結果は図 2のようになった。以下、音的操作のグルー
プごとに建築的操作について述べていく。
音の遮断をデザインへ活かすⅱでは、半球の傘を持つ

照明によって遮音するもの、遮音のための壁の厚みやレ
イヤーが新たな居場所を作り出しているもの、植栽によっ
て遮音をするものがみられた。音響学的に良い響きをつく
るⅲでは、空間形態や天井・壁の凹凸、素材の操作によっ
て音の拡散と吸音を操作しているものがみられた。素材
や密度の変化によって音響をコントロールの仕方を変化
させると同時に、建築に表情を与えているものもあった。
響きを変えるⅳでは、円形空間内に生じる「ささやきの回
廊」の原理を利用して音を増幅させたり、壁や床の素材に

体のゾーニングを計画する。（図 5）
「音楽を楽しむ空間」「賑やかな空間」「自然音を楽しむ空
間」「静かな空間」の4つのゾーンと、それらを横断し貫く
「グラデーショナルな音空間」の５つのゾーンからなり、そ
れらは周囲の音を取り込む為に隙間を設けるように配置
する。
6.6.　音に対する建築的操作の応用
6.6.1.　全体計画
　長手方向断面図を図 6 に示す。展示空間が建築を斜め
に貫き、その周辺にはその展示空間と音環境的、機能的
に関わりのある空間を配置している。
6.6.2.　音と連動した展示空間　
　展示空間には、藤沢宿の歴史を描いた浮世絵を展示す
る静かな空間、藤沢を静養の地とした画家や文豪が残し
た作品を展示する自然音の聞こえる空間（図 7）、作業風
景やその音も鑑賞の対象とする湘南の若手作家の為の展
示空間などがある。近世から現代へと歩みを進めるにつ
れ、音環境は徐々に変化してゆく。
6.6.3.　音環境によって居場所を選べる閲覧スペース
図書館の本の配置は、展示室やその他の機能との関わ

りから決定した。また、閲覧スペースは建築内の各所に存
在し、静かな空間だけでなく、室内の音楽を楽しみながら
閲覧できる場所や、子供たちのための場所（図 8）など、そ
の種類は多様である。
6.6.4.　交流や新たな出会いを生み出すスタジオ
　制作や練習の為、あるいはワークショップや教室のため
のスタジオ空間はその使い方によって自由に建具の開
閉・種類を変化させることができる。エントランスの吹き
抜けに面しているため、自分の活動をさりげなく発信した
り、新しい活動に出会うきっかけの場所となる。（図 9）
7.　結
雑誌「新建築」の音に関する建築的操作がなされてい

た作品の分析を基に、音を建築の構成要素と捉えて複
合文化施設を設計することで、聴覚情報による周辺環
境リサーチの可能性や、音に着目することで導かれる
形態やゾーニングのあり方、聴覚的体験による緩やか
な空間の分節あるいは接続の仕方を示した。

▲  図 3　対象敷地 ▲  図 5　音ゾーニング

▲  図 4　敷地の音環境 ▼ 表 6　敷地の音リスト
自動車、バイクの音　　　　　　　　
川のせせらぎ　　　　
魚の跳ねる音　　　　　
鳥の声
虫の声
海の波の音
花火の音
イベントの掛け声
イベントの音楽

音
交通音
自然音　　　　　　　　　　　
自然音　　　　
自然音
自然音
自然音
旗日音
旗日音
旗日音

音の分類音が聞こえる時
常時

季節や気候による

イベント開催時

周囲の音を
取り込む空間

音楽を楽しむ
空間

賑やかな空間

自然音を楽しむ
空間

静かな空間

グラデーショナル
な音空間

7m

浮世絵展示室

近代芸術展示室

倉庫
事務

現代芸術展示室

総合受付ホワイエ

現代芸術制作・展示室

図書スペース

図書スペース

スタジオ・ワークショップスペース

企画展示室

多目的ホール

遠くの景色を見ることで遠くの音に意識が向く。
音の借景。

足音の響きの変化で
空間の開放感の変化を感じとる。

光と音の
バッファ

水の音、鳥の声が聞こえる。

デンのような空間。
水盤

増幅、反響

人々の活動が聞こえてくる

制作の際の音や
作品の発する音が聞こえる。

1.　研究の背景と目的
　今日の建築は疫病やエネルギーなど様々な観点から外
気を積極的に取り込むことが望まれる。音は空気の振動
であるので、建築設計において空気の流れを考える際に
は、音の伝わり方についても注意を払う必要が生じる。ま
た、聴覚情報は空間体験を印象付ける一要素となり、感情
や生産性、健康などに影響を与えることも近年の研究註１

で明らかにされている。このような背景を踏まえ、建築設
計において聴覚情報がどのように存在して視覚情報など
の他要素と共存すべきかを検討することは重要である。
　本研究では、今日の日本の建築のアーカイブとして雑
誌「新建築」を取り上げ、音に関する建築的操作がなさ
れていた作品の分析を行い、それによって得られる知
見に基づき、音を構成要素として捉えて設計する建築
の可能性をプロジェクトを通じて検討する。
2.　研究の対象と方法
　雑誌「新建築」掲載作品のうち、web サービス「新建築
データ」註 2 に 2021 年 1 月時点で掲載されている
2000年１月号から2020年10月号までの作品の中で、
音に関する建築的操作がなされていた全 154 作品（表
１）を研究対象とする。まず、設計者が着目した音とその目
的を抽出することで音の操作方法を分類し、次にそれぞ

ができた。
3.2.2.　音的操作の分類
　前項で分類した７つの目的に対し、音的操作を対応さ
せることによって、単純に音を遮断ⅰ、音の遮断をデザイ
ンへ活かすⅱ、音響学的に良い響きをつくるⅲ、響きを変
えるⅳ、音とゾーンⅴ、音とシークエンスⅵ、音を取り込む
ⅶ、音を発生させるⅷ、視覚との相互作用ⅸ、音で動くⅹ
の10種類の操作に分類することができた。（表 3）
3.2.3.　音と音的操作の対応
　音の種類と、前項で分類した 10 種類の音的操作の対
応関係を表 4に示す。表 2で示した 6 種類の音ア）～カ）
に、新たに複数種類の音をキ）として加えた7項目を横軸
とし、ⅰ～ⅹの10種類の音的操作を縦軸とし、それぞれ
該当する作品数を記入している。
　自然音ア）を扱った作品は全て音をプラスに捉えた音
的操作が行われていた。新たに音を発生させるものが多
数であったが、既存の音によって建築にシークエンスや
ゾーンを生み出しているものや、響きを増幅させることで
既存の音に意識を向けさせる作品も見られた。生活音イ）
　　　　　　　　　　　　においては、人と人との繋が
　　　　　　　　　　　　りや気配・合図などを感じる
　　　　　　　　　　　　為の手段となる場合にはプ
　　　　　　　　　　　　ラスに捉えられ、取り込む操
　　　　　　　　　　　　作や響きを変える操作が見
　　　　　　　　　　　　られた。一方で、騒音として捉
　　　　　　　　　　　　えられ、遮音する操作も見ら
　　　　　　　　　　　　れた。交通音ウ）において作
　　　　　　　　　　　　品は全て音をマイナスに捉え
　　　　　　　　　　　　た音的操作が行われていた。
　　　　　　　　　　　　音楽エ）においては、音響学
　　　　　　　　　　　　的に良い響きを作る操作が
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よって空間内の音の響き方を変化させるものがあった。
音とゾーンⅴでは、平面また断面における音環境の同化 /
差異化によって空間に一体性 / 多様性をもたらすものや、
バッファ空間やデンによって静かな空間を作り出すもの
があった。音とシークエンスⅵでは、移動によって音がどん
どん変化していくものと音に近づいていくのものがあっ
た。音を取り込むⅶでは、建築に孔を空けるものと、壁の形
や高さの操作によるものがあった。音を発生させるⅷで
は、風による細やかな部材の振動や水を利用したものが
あった。視覚との相互作用ⅸでは、暗闇やメッシュによる
視覚情報の減少または鏡面反射などによる視覚情報の増
幅によって視覚以外の聴覚などの情報に意識を向かわせ
るものがあった。
5.　小結
3,4 章の結果から、設計に用いる音とその目的および
建築的操作の対応関係が明らかになった。図２に示した
建築的操作は、建築の空間構成という「全体」的なものか
ら部材の形状や素材といった「部分」的なものまで多様に
存在し、設計のあらゆる段階でのデザイン決定の手掛かり
となりうる。次章より、これらを応用して設計を行う。
6.　プロジェクト
6.1.　はじめに
本プロジェクトでは前章までに得られた知見をもとに、
音を建築の構成要素の一つであると捉えて以下のような
手順で設計する。
①既存の音環境と求められるプログラムから、対象敷地を
選定する。
②敷地の既存の音環境を把握する。
③求められるプログラムを検討する。
④既存の音環境とプログラムを踏まえ、音によるゾーニン
グを行う。
⑤音のゾーニングを一つの手がかりとして、空間に具体的
な形態やスケール、素材を与える。
6.2.　対象敷地
　対象敷地は、神奈川県藤沢市鵠沼の図 3に示した場所

に設定する。藤沢駅から約 600m離れた場所にあり、駅前
の商業施設などの大きなスケールの建物から住宅地の小
さなスケールへ切り替わる場所である。また、川と公園、三
車線を持つ国道に囲われた場所であり、現在は市民会館
と市民図書館が建っている。
6.3.　敷地の音環境
　敷地の通常時の音圧レベルは45dB註 6であり、比較的
静かであると言える。敷地東側には二級水系である境川
が流れており、川のせせらぎや魚の跳ねる音などを聞くこ
とができる。そのさらに南東側と敷地北側には自然豊かな
公園があり、市の鳥であるカワセミをはじめとする多くの
鳥たちの鳴き声や虫の声が聞こえてくる。南方には鵠沼海
岸が広がっており、日によっては波の音や花火の音が聞こ
えてくる。また、西側の広場は藤沢市民まつりや産業フェ
スタなどイベントの開催場所としても利用され、賑やかな
掛け声や音楽が聞こえる。敷地の音環境をプロットしたも
のを図 4に、音をリスト化したものを表 6に示す。
6.4.　プログラム
　藤沢市は現在、市民会館と市民図書館の老朽化や文化
施設の分散による文化的中心の欠如などといった問題を
抱えている。その状況をふまえ、市民の文化活動の中心地
となる複合文化施設を新たに設計する。具体的な機能と
しては市民会館・市民図書館・市民ギャラリー・美術館
を集約させた建築を計画する。また、周辺の広場や公園と
一体となって利用できるように計画することで屋外イベン
トを開催したり、自然を感じながら活動できるにする場所
を創出する。コンセプトとしては「創造のサイクルを生み出
す場」を目指す。新たな情報や知識を「インプットする場」
と自らの作品や活動を公に「アウトプットする場」、さらに
インプットとアウトプットの間の制作・研究・議論・小規
模な発表のための「スタジオ」といった三つの場を設ける
ことで機能を横断し柔軟に利用できる文化施設を目指す。
6.5.　音ゾーニング
前節までに述べた既存の音環境とプログラムを踏まえ、そ
の場にふさわしい音環境や聴覚的体験を考慮し、建築全

多数であった。他には、異なる音響特性を持つ複数の空
間を一つの建築の中に共存させる操作などがみられた。
4.　建築的操作の分析（分析 2）　
4.1.　分析方法
① 分析 1で得られた10種類の音的操作のうち、単純に
音を遮断ⅰと音で動くⅹの２つを除いた註 58 種類の音的
操作を、樹形図状に細分化し、建築的操作を抽出する。
②前項で分析した建築的操作を、ダイアグラム化し、分類
してまとめる。
4.2.　分析結果
4.2.1.　建築的操作の抽出
8 種類の音的操作を樹形図状に細分化すると表５のよう
になった。別々の音的操作であっても、建築的操作まで細
分化して見てみると、類似した形態を異なる建築要素で
使用していたり、用いている素材などに共通点が見られる
ものもあった。
4.2.2.　建築的操作の分類
　前項で抽出した建築的操作は、その操作を建築のどの
部分に用いているかによって、さらに分類することができ、
その結果は図 2のようになった。以下、音的操作のグルー
プごとに建築的操作について述べていく。
音の遮断をデザインへ活かすⅱでは、半球の傘を持つ
照明によって遮音するもの、遮音のための壁の厚みやレ
イヤーが新たな居場所を作り出しているもの、植栽によっ
て遮音をするものがみられた。音響学的に良い響きをつく
るⅲでは、空間形態や天井・壁の凹凸、素材の操作によっ
て音の拡散と吸音を操作しているものがみられた。素材
や密度の変化によって音響をコントロールの仕方を変化
させると同時に、建築に表情を与えているものもあった。
響きを変えるⅳでは、円形空間内に生じる「ささやきの回
廊」の原理を利用して音を増幅させたり、壁や床の素材に

体のゾーニングを計画する。（図 5）
「音楽を楽しむ空間」「賑やかな空間」「自然音を楽しむ空
間」「静かな空間」の4つのゾーンと、それらを横断し貫く
「グラデーショナルな音空間」の５つのゾーンからなり、そ
れらは周囲の音を取り込む為に隙間を設けるように配置
する。
6.6.　音に対する建築的操作の応用
6.6.1.　全体計画
　長手方向断面図を図 6 に示す。展示空間が建築を斜め
に貫き、その周辺にはその展示空間と音環境的、機能的
に関わりのある空間を配置している。
6.6.2.　音と連動した展示空間　
　展示空間には、藤沢宿の歴史を描いた浮世絵を展示す
る静かな空間、藤沢を静養の地とした画家や文豪が残し
た作品を展示する自然音の聞こえる空間（図 7）、作業風
景やその音も鑑賞の対象とする湘南の若手作家の為の展
示空間などがある。近世から現代へと歩みを進めるにつ
れ、音環境は徐々に変化してゆく。
6.6.3.　音環境によって居場所を選べる閲覧スペース
図書館の本の配置は、展示室やその他の機能との関わ

りから決定した。また、閲覧スペースは建築内の各所に存
在し、静かな空間だけでなく、室内の音楽を楽しみながら
閲覧できる場所や、子供たちのための場所（図 8）など、そ
の種類は多様である。
6.6.4.　交流や新たな出会いを生み出すスタジオ
　制作や練習の為、あるいはワークショップや教室のため
のスタジオ空間はその使い方によって自由に建具の開
閉・種類を変化させることができる。エントランスの吹き
抜けに面しているため、自分の活動をさりげなく発信した
り、新しい活動に出会うきっかけの場所となる。（図 9）
7.　結
雑誌「新建築」の音に関する建築的操作がなされてい

た作品の分析を基に、音を建築の構成要素と捉えて複
合文化施設を設計することで、聴覚情報による周辺環
境リサーチの可能性や、音に着目することで導かれる
形態やゾーニングのあり方、聴覚的体験による緩やか
な空間の分節あるいは接続の仕方を示した。

▲  図 6　長手断面図

▲  図 7　自然音の聞こえる展示空間

▲  図 8　子供たちの閲覧スペースとお話しスペース

▲  図 9　エントランス吹き抜け
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序論

１. １. 　　背景と目的

１. ２. 　　対象と方法

１. ３. 　　本論文の構成



-12- 第１章

　建築は視覚的な観点から語られることが多いが、建築の体験は視覚だけに留まらず、聴覚や嗅

覚、触覚など複数の感覚や共感覚によって認識される。本研究では五感の中でも以下の複数の観

点から、「聴覚」に着目する。

　

　第一に、現代社会の動向と音について。今日 ( アフターコロナと呼んでも良いかもしれない )

では疫病やエネルギーなど様々な観点から外気を積極的に取り込むことが望まれる。音は空気の

振動であるので、建築設計において空気の流れを考える際には、音の伝わり方についても注意を

払う必要が生じる。また、聴覚情報は空間体験を印象付ける一要素となり、感情や生産性、健康

などに影響を与えることも近年の研究註1 で明らかにされている。

　

　第二に、デザインの分野と音について。デザインの分野の一つに「サウンドスケープデザイン」

がある。「サウンドスケープ」という概念は「サウンド」と「スケープ」の複合語であり、「音の風景」

を意味するが、その言葉を現代社会における新たなコンセプトとして初めて提唱したのはカナダ

の作曲家、マリー・シェーファーである。その概念にはいくつかの段階がある。まず「西洋近代

音楽からの枠組みの解放」つまり、五感によって分断された近代芸術の枠組みを否定し、芸術の

全身感覚化を目指した考えとしてのサウンドスケープ。次に、環境を理解・把握する方法の一つ

としてのサウンドスケープ。共同体と音環境との間の相互作用の場であり、物事と人々との関係、

その理解が重要である。さらに、デザイン活動として展開し、空間や環境へ働きかける装置とし

てのサウンドスケープ、あるいはサウンドスケープデザインである。サウンドスケープデザイン

はただ単純に音源を流すだけではなく多様な方法、段階がある。日本のサウンドスケープ研究家

である鳥越けい子氏は、その全体像は右頁上図のように意識レベルから音響レベルまで多様であ

ると述べている註２。

　サウンドスケープ・デザイナーである庄野泰子氏は、自分自身を取り巻く世界を改めて捉え返

す契機を提供する「メディアとしての音」のデザインを手掛け、建築的であり、聴覚に着目した

からこそ達成された作品を生み出している。註3 例えば、海辺の整備事業においてサウンドスケー

プ・デザインが本格的に取り組まれた、おそらく世界初の事例である福島県小名浜港 2号埠頭

の再開発プロジェクトの一つである「Wave Wave Wave」( 右頁下図 ) は、海に突き出た埠頭の

先端部に設置された網状の巨大なベンチで、真下は海である。寝転んだり寄りかかったりできる

ようないろいろな膨らみをもち、人々は自分の好きな場所で波の音に包まれる。背後からの音を

敏感に感じたり、星空の下で浮遊感を感じるように、聴くことを通して自らの身体を読み替える

１. １.　背景と目的

【脚注】

1) 参考文献 4  　２）参考文献 2 p176　３) 参考文献 9　4) 参考文献 1 　
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音を通して自分の内面に向かうような場として機能している。

　ところで、マリー・シェーファーは著書である『世界の調律』の日本語版への序文で、日本の

生活においてサウンドスケープが重要な役割を担ってきたと述べた。そこでは、日本の茶の湯文

化や日本庭園のおける水車や水琴窟などの仕掛けとともに、日本の建築についても述べている。

西洋のガラスの窓が音を遮るのに対して、日本の紙の窓は音がもれ聞こえる、耳の意識が働いた

窓であるとした。また、石とレンガの壁によってサウンドスケープから隔離された西洋音楽に対

し、日本の精神は今なお音楽と環境の統合を味わうことができると称賛した。註4
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　第三に、建築と音について。アルヴァ・アアルト、ヨーン・ウッツォン、ユハニ・パルラスマ

などの建築家たちは音のあり方を建築のデザインを決定するための１つの重要な要素として考え

ていた。

　例えば、アルヴァ・アアルト の音に関する建築作品あるいは装置的なものとしては、以下の

ようなものが挙げられる。註5

・ヴィープリの図書館 ,1927-35

　「人間的機能主義」のもと、講義室の音環境をいかに設計するかといったことが主要なテーマ

　として扱われた。波打つ天井面は講演者の声が奥の人にまでしっかりと届くように音響効果を

　配慮して生み出された。

・ヴォクセンニスカ教会 ,1955-58

　音響的な効果を考慮しつつ、電動間仕切りで分節された三つの礼拝堂を持つ。音響効果につい

　てはアアルトのアトリエで光と反射鏡を用いた模型実験によって行われた。

・デトメローデの教区センター ,1963-68

　天井に直径 2.4~3.5m の音響反射板が 19個吊り下げられ、ユニークな視覚的効果を生み出し

　ている。

・コッコネン邸 ,1967-69

　作曲家のために設計されたこの作品では、音響効果を向上させるためにスタジオの天井に布が

　張られており、それがリラックスした親しみやすい雰囲気づくりにも貢献している。

・展示会「トゥルクの 700 年」,1929

　最大限の音響効果を得るために、選ばれた形態は、背景となる曲面板と舞台それ自体の二枚の

　反射板からなっている。音響から導き出された一種のプロセニアムである「何もない空間」は

　人々に隔離と共鳴をもたらす。

・ラウタタロ・オフィスビルのアトリウムの水盤 ,1953-55

　幾何学形態が与えられた水盤は、アトリウムで水音を響かせている。

・パイミオのサナトリウムの病室の洗面器 ,1928-33

　洗面器は、水栓から出る 2本の水流は陶器と急角度でぶつかり、はねと騒音が取り除かれる

ように特別にデザインされている。

　

【脚注】

5) 参考文献 10,11



-15-第１章

ヴィープリの図書館の講義室

ヴォクセンニスカ教会
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デトメローデの教区センター

コッコネン邸
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　このような背景を踏まえ、建築設計において聴覚情報がどのように存在して視覚情報などの他

要素と共存すべきかを検討することは重要である。音に考慮して建築を考えることは、分断され

た五感を接続し直すこと、周りの環境をもう一度捉え直すことと同義であり、さらに建築デザイ

ンの領域を拡張することに繋がる。本研究では、音を建築の構成要素として捉えることから生ま

れる上記のような様々な可能性を示すことを目的とする。

トゥルクの 700 年

ラウタタロ・オフィスビル パイミオのサナトリウム
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　前節で述べたように、音と建築あるいは空間に関する事例は様々な分野、国、年代に多く存在

している。しかしその一方で、特定の設計者などでカテゴライズすれば、研究対象とするには得

られる情報量が少なすぎるという問題が生じた。そこで、本研究では、今日の日本の建築に焦点

を絞り、そのアーカイブとして雑誌「新建築」を取り上げ、その中で音に関する建築的操作がな

されていた作品を分析対象とした。

　具体的には、雑誌「新建築」掲載作品のうち、web サービス「新建築データ」（https://

shinkenchiku-data.com/）に 2021 年 1 月時点で掲載されている 2000 年 1 月号から 2020 年 10 月号

までの作品の中で、音に関する建築的操作がなされていた全 154 作品を研究対象とする。研究

方法は、第一に、設計者が着目した音とその目的を抽出することで音の操作方法を分類し、次に

それぞれの音の操作方法に対する建築的操作を分類する。(2,3 章で後述）そして、それによって

得られる知見に基づき、音を構成要素として捉えて設計する建築の可能性を、プロジェクトを通

じて検討する。

　本論文は、分析部分とプロジェクト部分の二つの部分から成り、以下のように構成される。

　第１章 ( 本章 ) では、研究の背景と目的、研究の対象と方法、そして本論文の構成について述

べている。

　第 2章では、分析１として、対象作品における音とその操作方法の分析を行い、その分析方

法と結果について述べている。

　第３章では、分析２として、分析１の結果を基に、建築的操作の分析を行い、その分析方法と

結果について述べている。

　第４章では、分析部分のまとめの章として、二つの分析の結果と考察について述べている。

　第５章では、プロジェクト部分として、分析部分の知見を基に、音を構成要素と捉えた建築を

設計するためのリサーチから設計提案までについて述べている。

　第６章では、論文全体のまとめとして、結論と今後の展望を述べている。

１. ３.　本論文の構成

１. ２.　対象と方法
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第２章

対象作品における音とその操作方法（分析１）

２. １. 　　分析対象

２. ２. 　　分析方法

２. ３. 　　分析結果
　２. ３. １.   音を用いる目的の分類
　２. ３. ２.   音的操作の分類

　２. ３. ３.   音と音的操作の対応



-20- 第２章

　本章では、前章で述べた研究対象全 154 作品について、設計者が着目した音とその目的を抽

出することで音の操作方法を分類する。

　以下に対象作品名を示す。

1 海椿葉山
2 世田谷区立桜丘小学校
3 立教池袋中学校・高等学校

4 川越の音楽マンション
5 ONE
6 淡路夢舞台 
7 三良坂町無縁墓地 
8 トッパン小石川ビル
9 感覚ミュージアム
10 兵庫大学健康科学部 

11 札幌ドーム
12 トレベルノ恵比寿ビル 

13 G フラット
14 明治生命高松ビル
15 山形村立繋小学校

16 群馬県立館林美術館
17 鈴木設備事務所社屋 

18 シルバーピアたまがわ 
19 春風館

20 くにさき総合文化センター アストくにさき 
21 国立スポーツ科学センター
22 神宮前シティタワー
23 幕張ベイタウン・コア

24 井之頭学園 70周年記念館 
25 テラス・ハウス
26 可児市文化創造センター ala 
27 Healing Membrane
28 プライベートギャラリー
29 国立国会図書館関西館
30 ロレックス東陽町ビル

31 高根町ふれあい交流ホール
32 琵琶湖の保養所――ON THE EDGE 
33 稱名寺本堂
34 牛舎の改修 奥備中風土記館 

35 六花亭真駒内ホール
36 内海清美源氏物語館
37 福岡県立大学看護学部
38 国立長崎原爆死没者追悼平和祈念館 
39 プラダ ブティック青山店

２. １.　分析対象

40 国立劇場おきなわ
41 三春交流館まほら

42 カトリック町田教会
43 明治大学アカデミーコモン
44 ミューザ川崎
45 早稲田リサーチパーク・コミュニケーションセンター
46 SHIBUYA O -EAST
47 指名設計競技応募案 ゲント市民文化フォーラム

48 学校法人三室戸学園 東邦音楽大学 グランツザール
49 カトリック神戸中央教会・社会活動神戸センター  
50 NHK 神戸放送会館

51 404 号室
52 富弘美術館
53 日本基督教団信濃町教会 
54 F CLINIC
55 上野村ふれあい館 
56 軽井沢大賀ホール
57ぐんま国際アカデミー  
58 千葉市立打瀬小学校増築棟 
59 月影の郷
60清流寺深沢分院 
61 ルネスホール 旧日銀岡山支店改修 
62 まどのそとのそのまたむこう 
63 済州島 3つの美術館「風」「石」「水」 
64 平山郁夫邸 寂静庵
65武蔵野市立吉祥寺シアター 
66 カーサブリランテ代々木公園 
67 千葉市立美浜打瀬小学校
68Moderna
69 珠洲市多目的ホール
70川口市立戸塚南小学校
71Z58
72 フロイデ彦島
73Studio 御殿山
74Sonorium
75 ののやま矯正歯科医院
76高知市立・龍馬の生まれたまち記念館 
77 五反田の住宅
78八ヶ岳の教会
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79 ふじようちえん
80安中市立九十九小学校
81栄町の音楽ホール
82Arte 哲学堂
83島根県立古代出雲歴史博物館
84柿の木坂の集合住宅
85ワールドシティタワーズ
86シンガポール理工系専門学校キャンパス
87サントリー研修センター「夢たまご」 
88 東京音楽大学 100 周年記念本館 
89 ニコラス・G・ハイエック センター 
90 大阪芸術大学 芸術劇場 10 号館 他 
91 東北公益文科大学酒田キャンパス 公益ホール 
92 サントリーホール 20 周年改修 
93 大隈講堂 ( 保存・再生 )
94 佐川美術館 樂吉左衞門館
95南洋堂書店改修
96深圳文化中心
97駿府教会
98いわき芸術文化交流館 アリオス
99座・高円寺 
100 大船渡市民文化会館・市立図書館 /リアスホール 
101 東北大学百周年記念会館 川内萩ホール  
102  STITCH
103  DNP 創発の杜 箱根研修センター第 2
104 上大須賀の家
105 宇都宮大学オプティクス教育研究センター
106 東邦音楽大学 70 周年記念館
107 ヤマハ銀座ビル
108 奥多摩森林セラピーロード 香りの道 登計トレイル 
109 淡路人形会館 ( 仮称 )
110 恵比寿のオフィス 
111 豊島美術館
112 台中メトロポリタン・オペラハウス 
113 FBC 福岡バースクリニック
114 目黒のテラスハウス
115 清瀬けやきホール
116 MR_DESIGN OFFICE
117 日東薬品 Cento anni Hall
118 今治市岩田健母と子のミュージアム
119 港区立高輪子ども中高生プラザ
120 Mアパートメント
121 明治大学創立 130 周年記念和泉図書館
122 静岡市清水文化会館
123 森音テラス
124 茅ヶ崎シオン・キリスト教会 /聖鳩幼稚園

125 竹林寺納骨堂

126 阿佐ヶ谷の書庫
127 柏崎市文化会館 アルフォーレ
128 ルツェルン・フェスティバル アーク・ノヴァ  129 ラクイラ仮設
音楽ホール
130 セトレマリーナびわ湖 
131 桐朋学園大学調布キャンパス 1号館
132 山手通りの住宅
133 湘南キリスト教会
134 老人ホーム ながはま
135 アガ・カーン ミュージアム
136 ダリウス・ミヨー音楽院
137 同志社京田辺会堂 
138 つくばみらい市立陽光台小学校 
139 会津坂下町立坂下東幼稚園
140 洸庭
141 陸前高田市立高田東中学校
142 ISAK Kamiyama Academic Center + Residence 4 
143 愛知産業大学工業高等学校伊勢山校舎
144 音楽練習共用施設 
145 虎渓用水広場
146 釜石市民ホール TETTO
147 長野市第一庁舎・長野市芸術館
148 ピアノ室のある長屋
149 竹中工務店東京本店イノベーションプロジェクト 
150 日本基督教団 番町教会
151 関町東の集合住宅 KOMORE Bldg.
152 アキシマエンシス ( 昭島市教育福祉総合センター ) 
153 清光社 埼玉支店 
154 戸田建設筑波技術研究所
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　分析１における分析方法は以下に示す通りである。

① 各分析対象において、

　(1) 建築の基本情報

　(2) 音に関する言説部分

　(3) それに関連した写真と図面

　(4) 設計者が着目した音とその目的・音的操作・建築的操作をまとめた表

を記載したデータシートを作成する。ここでは右頁上部にデータシートの例を簡略的に示し、巻

末に資料編として掲載する。なお、音の分類は、小松正史氏の方法註6 を参考にして行った。小

松氏の方法では、音を大きく 10種類 ( 交通音、無原動交通音、音サイン、メディア音、機械器

具音、生活音、人為系自然音、自然系自然音、旗日音、不特定音 ) に分類している。本論文では

人為系自然音と自然系自然音をまとめて「自然音」、交通音と無原動交通音をまとめて「交通音」、

音サインとメディア音、機械器具音をまとめて「機械器具音」とし、不特定音は扱わず、また「音

楽」という項目を新たに設けて音を分類することとした。音の分類とその例を右頁下部に示す。

②次に、データシートから得られた情報を基に、音を用いる目的を分類する。

③さらに、前項の結果を基に、音的操作を分類する。

④最後に、音の種類と音的操作の対応関係を分析する。

２.2.　分析方法

【脚註】

6) 参考文献 5　 p.17-18
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新建築  2001年4月号 86P　　設計・監理： 竹中工務店　　主要用途： 学校10.兵庫大学健康科学部
音　　　　　　　生活音（足音、声）＋自然音（水音）　目的　　　　　　感覚を研ぎ澄ます
音的操作　　　　反響＋音を発生させる　　建築的操作　　　セメント二重床＋水盤

「体の動きと五感。セメント板二重
床の反響が聴覚を刺激。感覚は研
ぎ澄まされ、微かな水音までが聴
覚に語りかける。」

▲データシート例

▼音の分類とその例

ア）自然音　　　　風、水、鳥、虫、火など
イ）生活音　　　　声、足音、道具使用音など
ウ）交通音　　　　自動車、バイクなど
エ）音楽　　　　　オ）旗日音　　　　宗教音、祭りの掛け声など
カ）機械器具音　　モーター音など
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　音を用いる目的は、設計者の作品解説から読み取ったが、そこには様々な理由が存在していた。

そこで、目的を分類して整理するための手がかりとなるものとして、小松正史氏の「音デザイン

の順位と方向性」の考え方註7( 下図 ) を参考とした。小松氏は、音デザインの領域には、騒音制

御や公共空間の音計画などによって生理的欲求や安全の欲求を満たすための「モノ領域」のデザ

イン、共同体音の保存や社会・歴史・発掘などによって所属の欲求や尊厳の欲求を満たすための

「コト領域」のデザイン、愛着ある音の保全などによって自己実現の欲求を満たす「ココロ領域」

のデザインという三つの領域があり、その優先順位は上記に挙げた順であるとしている。このこ

とから、音を用いる目的の分類を、まず「生理的目的」「社会的目的」「精神的目的」の 3つに

大別することとした。さらに、「生理的目的」として「遮音・防音」、「社会的目的」として「人

と人を繋げる」「気配や合図を感じる」、「精神的目的」として「環境との調和」「日常と非日常の

転換」「感覚が研ぎ澄まされる」「音自体を楽しむ」、に分類した。

２. ３.　分析結果
２. ３. １.   音を用いる目的の分類

【脚註】

7) 参考文献 5　p.86

▼小松氏による「音デザインの順位と方向性」
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２. ３. ２.　音的操作の分類

単純に音を遮断ⅰ

音の遮断をデザインへ活かすⅱ

音響学的に良い響きをつくるⅲ

響きを変えるⅳ

音とゾーンⅴ

音とシークエンスⅵ

音を取り込むⅶ

音を発生させるⅷ

視覚との相互作用ⅸ

音で動くⅹ

遮音・防音

人と人を繋げる

気配や合図を感じる

環境との調和

日常と非日常の転換

感覚が研ぎ澄まされる

音自体を楽しむ

目的 音的操作

▼目的と音的操作の対応
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　前項で分類した７つの目的に対し、音的操作を対応させることによって、

ⅰ単純に音を遮断

ⅱ音の遮断をデザインへ活かす

ⅲ音響学的に良い響きをつくる

ⅳ響きを変える

ⅴ音とゾーン

ⅵ音とシークエンス

ⅶ音を取り込む

ⅷ音を発生させる

ⅸ視覚との相互作用

ⅹ音で動く

の 10種類の操作に分類することができた。その対応は前頁に示したようになっており、以下各

操作について説明を述べる。

　まず、音を遮断する操作は「ⅰ単純に音を遮断」と「ⅱ音の遮断をデザインへ活かす」の 2

種類がみられたが、両者の違いは設計者が音の遮断方法と同時にその方法の意匠的意味について

述べているかどうかという点にある。次に、「ⅲ音響学的に良い響きをつくる」は文字通り音響

学的に良い響きを生み出すために取られた操作である。一方、「ⅳ響きを変える」においてはそ

の響きが美しいものであるかどうかよりも、その響きが生まれているという現象自体に意識を向

けさせることが重要であり、音を聞いた人に対して何かしらの「気づき」を与えるための操作で

ある。「ⅴ音とゾーン」は機能によってではなく音によって建築のゾーニングをしていくという

操作である。「ⅵ音とシークエンス」は建築内の人の一連の動きと連動するように音的要素を存

在させる、あるいは既存の音要素に寄り添うように建築を設計する操作である。「ⅸ視覚との相

互作用」は視覚的操作によって聴覚にも何かしらの刺激を与える、あるいはその逆の操作である。

「音」をテーマとした建築は必ずしも聴覚的な操作のみによって構成される必要はない。「ⅹ音で

動く」は音の振動によって建築の一部が揺れ動く操作である。

以上のように、建築における音的操作は、音を単純に削除あるいは添加するのみにとどまらず、

多様に存在していることが明らかとなった。
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２. ３. ３.　音と音的操作の対応

　音の種類と、前項で分類した10種類の音的操作の対応関係を下に示す。6種類の音(ア）～(カ）

に、新たに「複数種類の音」を ( キ）として加えた 7項目を横軸とし、ⅰ～ⅹの 10種類の音的

操作を縦軸とし、それぞれ該当する作品数を記入している。

　「( ア ) 自然音」を扱った作品は全て音をプラスに捉えた音的操作が行われていた。新たに音を

発生させるものが多数であったが、既存の音によって建築にシークエンスやゾーンを生み出して

いるものや、響きを増幅させることで既存の音に意識を向けさせる作品も見られた。

　

　「（イ）生活音」においては、人と人との繋がりや気配・合図などを感じる為の手段となる場合

にはプラスに捉えられ、音を取り込む操作や響きを変える操作が見られた。一方で、騒音として

捉えられ、遮音する操作も見られた。

　

　「( ウ ) 交通音」において作品は全て音をマイナスに捉えた音的操作が行われていた。

　

　「( エ ) 音楽」においては、音響学的に良い響きを作る操作が多数であった。他には、異なる音

響特性を持つ複数の空間を一つの建築の中に共存させる操作などがみられた。
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単純に音を遮断

音の遮断を意匠へ

音を取り込む

音で動く

視覚と聴覚の相互作用

音を発生させる

音とシークエンス

音とゾーン

美しい響きを作る

響きを変える

25 29 53 918 4 16

33

10

10

52

5

17

6

17

3

1

154

自然音 生活音 交通音 音楽 宗教
器具・
機械音 複数の音

１ 2

8 10

46

9

１

3

4

16

4

1

43

1

2

8

2

9

3

1

3

4

1

1

1

2

4ⅰ

ⅱ

ⅲ

ⅳ

ⅴ

ⅵ

ⅶ

ⅷ

ⅸ

ⅹ

( ア ) ( イ ) ( エ )( ウ ) ( オ ) ( カ ) ( キ )

音
を
マ
イ
ナ
ス
す
る
操
作

音
を
プ
ラ
ス
す
る
操
作

▼音と音的操作の対応関係
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第３章

建築的操作の分析（分析 2）

３. １. 　　分析対象

３. ２. 　　分析方法

３. ３. 　　分析結果
　３. ３. １.   建築的操作の抽出
　３. ３. ２.   建築的操作の分類
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　本章では、前章の分析 1で得られた 10種類の音的操作のうち、操作に対する意匠的操作が見

られなかった「ⅰ単純に音を遮断」と操作の対象とする音やその操作の仕組みが不明瞭であった

「ⅹ音で動く」の２つの操作を行っていた 34作品を除いた 120 作品について音に関する建築的

操作を分析する。

　以下に、分析対象から除いた 34作品を示す。

3　立教池袋中学校・高等学校
4　川越の音楽マンション
5　ONE
7　三良坂町無縁墓地　

12　トレベルノ恵比寿ビル 
13　Gフラット

14　明治生命高松ビル 
19　春風館

22　神宮前シティタワー

24　井之頭学園 70周年記念館 
25　テラス・ハウス 

28　プライベートギャラリー
30　ロレックス東陽町ビル 

34　牛舎の改修 奥備中風土記館 
50　NHK神戸放送会館

54　F CLINIC　
66　カーサブリランテ代々木公園
 

　分析 2における分析方法は以下に示す通りである。

① 分析 1で得られた 10 種類の音的操作のうち、「ⅰ単純に音を遮断」「ⅹ音で動く」の２つを

除いた 8種類の音的操作を、樹形図状に細分化し、建築的操作を抽出する。

②前項で分析した建築的操作を、ダイアグラム化し、分類してまとめる。

３. １.　分析対象

３. ２.　分析方法

67　千葉市立美浜打瀬小学校 
74　Sonorium 
82　Arte 哲学堂 
84　柿の木坂の集合住宅
85　ワールドシティタワーズ 

88　東京音楽大学 100 周年記念本館 
95　南洋堂書店改修

99　座・高円寺 
102　STITCH 

110　恵比寿のオフィス　
113　FBC　福岡バースクリニック
119　港区立高輪子ども中高生プラザ 
141　陸前高田市立高田東中学校

142　ISAK　Kamiyama Academic Center ＋ Residence 4 

143　愛知産業大学工業高等学校伊勢山校舎 
152　アキシマエンシス（昭島市教育福祉総合センター） 
154　戸田建設筑波技術研究所 
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　8種類の音的操作を樹形図状に細分化すると下図のようになった。別々の音的操作であっても、

建築的操作まで細分化して見てみると、類似した形態を異なる建築要素で使用していたり、用い

ている素材などに共通点が見られるものもあった。

３. ３.　分析結果
３. ３. １.   建築的操作の抽出

ⅲ

ⅶ

ⅱ

ⅵ

ⅸ

ⅷ

ⅴ

ⅳ

樹木
照明
壁 三角形の壁

厚みを利用
レイヤー

収納
鏡

平面形
斜梁

天井

壁

角がラウンド
五角形
天井凸
三角錐
波形
分割
凸凹
バルーン

木ルーバー
シリンダー

素材
傾ける
波形
ひだ
分割
凸凹

漆喰
珪藻土
左官
炻器
sus

ルーバー
リブ
格子
パネル
紙管

縦
横
木
せっこう
rc
可動
固定素材

形

セメント
膜
木
円形

高さで音環境が違う
立体的に入り込む
バッファ
開閉
バラバラな音響特性
ひとつながり

内部同士
外部に対して
デン
閉じた空間

喧騒から静寂へ
音へと向かう

壁

孔

開閉
低い壁
中庭
立面孔

水
風
装置

水盤
落水
樹木
ルーバー
sus
弦

段
カスケード
斜壁
垂直壁
susで受ける

暗闇
メッシュ
鏡面

音の遮断を意匠へ

音を取り込む

視覚と聴覚の相互作用

音を発生させる

音とシークエンス

音とゾーン

美しい響きを作る

響きを変える

▼音的操作樹形図
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３. ３. ２.　建築的操作の分類

　前項で抽出した建築的操作は、その操作を建築のどの部分に用いているかによって、さらに分

類することができた。その結果と、考えられる応用的な操作をまとめると下図のようになった。

以下、音的操作のグループごとに建築的操作について述べていく。

　

▲建築的操作の分類

ⅱ音の遮断を
デザインへ活かす

ⅶ音を取り込む

ⅸ視覚との
相互作用

ⅷ音を発生させる

ⅵ音とシークエンスⅴ音とゾーン

空間
構成

空間
形態

天井

床

壁

その他

ⅲ音響学的に
良い響きを

つくる

ⅳ響きを変える

水 風

素材

形状
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　「ⅱ音の遮断をデザインへ活かす」では、半球の傘を持つ照明によって遮音するもの（No.116）、

遮音のための壁の厚みやレイヤーが新たな居場所を作り出しているもの（No.73,75,126）、植栽

によって遮音をするもの（No.15,60,70）がみられた。

　No.116 の半球の傘を応用すれば、煩くは感じないけれど完全に閉じることなく他者の気配や

行動などを感じ取れるような空間を生み出すことができる。また、遮音のために生まれた壁の厚

みやレイヤー空間は内部でも外部でもない、あるいは内部であり外部である空間として音環境だ

けに留まらず空間に新たな役割をもたらすと考えられる。

天井

壁

その他

半球

壁の厚みを利用

レイヤー

植栽

116.MR_DESIGN OFFICE

73.Studio 御殿山 126. 阿佐ヶ谷の書庫

75. ののやま矯正歯科医院

15.山形村立繋小学校

70.川口市立戸塚南小学校60.清流寺深沢分院
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　「ⅲ音響学的に良い響きをつくる」では、空間形態や天井・壁の傾きや凹凸、素材の操作など、

複数の操作の組み合わせによって音の拡散と吸音をコントロールしているものがみられた。素材

や密度の変化によって音響コントロールの仕方を変化させると同時に、建築に表情を与えている

ものもあった。

　これらを応用すれば、音環境から生まれた造形がもたらす視覚的な効果、あるいは視覚的な操

作がもたらす音環境的な効果を建築にもたらすことが可能となり、聴覚と視覚によるデザインに

よって人々が音楽を耳だけだはなく目でも楽しめる空間を作り出すことが可能になる。

空間
形態

天井

壁

音がこもらないよう
に角を丸くする

平面形を五角形に 壁を内傾させる 壁を外傾させる

錐形天井 曲面凸天井 波形天井 凸凹天井

ルーバー シリンダー バルーン

ひだ 波形 凸凹 格子

横ルーバー 密度が変化するルー
バー

縦ルーバー 不規則ルーバー

リブ 紙管 パネル 開閉式パネル

左官 SUS
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　「ⅳ響きを変える」では、大きく 2方向の操作が見られた。１つ目は、円形空間内に生じる「さ

さやきの回廊」の原理を利用して音を増幅させるものである。No.118 を設計した伊東豊雄氏は

この建築を「大きな耳」と表現している。「ささやきの回廊」とは、人の囁き声が距離の離れた

ところで聞こえる建築物、またその現象自体を指す言葉である。ドームやヴォールトなど、きれ

いな円となっている楕円体形状のために声が反射し、建築物の反対側から発した声が正反対側に

届く現象である。例としては、イギリスのセント・ポール大聖堂などが挙げられる。２つ目は、

壁や床の素材によって空間内の音の響き方を変化させるものである。（No.10,27,111,135）

壁/床

円形
（ささやきの回廊）

カーペット、布

セメント
コンクリート

木

素材の切り替え

楕円
（焦点に音が集まる）

空間
形態 118. 今治市岩田健母と子のミュージアム

134. 老人ホーム ながはま

111. 豊島美術館

27.Healing Membrane 

10. 兵庫大学健康科学部
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　「ⅴ音とゾーン」では、音環境がひとつながりになっているもの (No.45,79)、バラバラの音響

特性を持つ空間が共存しているもの (No.52)、高さによって音環境が違うもの（No.121,132）、

異なった音環境が立体的に入り組んだもの（No.39,47,112）、、閉じた空間と開放的な空間が共

存しているもの（No.2,57,62,80）、バッファを持つもの(No.21,87,103,104,153)が見られた。バッ

ファは内部空間同士に対して設けられたものと、外部環境に対して設けられたものが 2種類あっ

た。

　これらの操作は全て空間構成における操作であった。部材や素材の細やかな操作と組み合わせ

ることで、より特徴的で魅力的な空間を設計することが可能となる。

ひとつながりの空間

バラバラの音響特性

高さによって異なる
音環境

異なる音環境が立体
的に入り組む

開放的な空間と閉鎖
的な空間

デンなどの小さな空
間

バッファ（内部空間
同士）

バッファ ( 外部空間に
対して )

空間
構成

46.　早稲田リサーチパーク・
コミュニケーションセンター 

79. ふじようちえん

52. 富弘美術館

121. 明治大学創立 130 周年記念和泉図書館 132. 山手通りの住宅

47. ゲント市民文化フォーラム 112. 台中メトロポリタン・オペラハウス39. プラダ ブティック青山店

2. 世田谷区立桜丘小学校

57. ぐんま国際アカデミー 62. まどのそとのそのまたむこう

80. 安中市立九十九小学校

21. 国立スポーツ科学センター 87. サントリー研修センター「夢たまご」 103.DNP 創発の杜

104. 上大須賀の家 153. 清光社 埼玉支店
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　「ⅵ音とシークエンス」では、建築内の移動に伴って、喧騒から静寂へと向かっていくもの

(No.32,42) と、音に近づいていくのもの (No.1,55,59,125) があった。これらの作品では建築は

環境と人を繋げる装置のような役割をしていると言える。

　これらの作品は常時聴くことのできる既存の音（自然音や交通音など）に対して建築をどのよ

うに建てるかということを考えて作られたものがほとんどだが、素材の変化によって声の響き方

や足音の響き方を変えるなど、利用者の偶発的あるいは刹那的な行動によって生じる生活音など

を考慮した上でシークエンスを考えることにより、より設計に深みが増すと考えられる。

空間構成

喧騒から静寂へ

音に近づく

1. 海椿葉山 55. 上野村ふれあい館

60. 月影の郷
126. 竹林寺納骨堂

42. カトリック町田教会32. 琵琶湖の保養所――ON THE EDGE
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　「ⅶ音を取り込む」では、建築に孔を空けるもの (No.18,72,77,120,151) と、壁の形や高さの

操作によるもの (No.109,114,138) があった。これらの作品は、音を取り込むことで自然を感じ

るだけでなく、「見えないけど聞こえる」「互いの気配を感じる」という間接的なコミュニケーショ

ンの媒体として音が機能している。

壁

中庭

音を選択する開口

三角形の壁

低い壁

立面的な孔

空間
構成

18. シルバーピアたまがわ

114. 目黒のテラスハウス

120.M アパートメント

77. 五反田の住宅 72. フロイデ彦島

109. 淡路人形会館（仮称）

151. 関町東の集合住宅 KOMORE Bldg.

138. つくばみらい市立陽光台小学校
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　「ⅷ音を発生させる」では、風による細やかな部材の振動 (No.63,76,105,130) や水を利用した

もの (No.6,16,29,37,38,63,71,89,94,108,145,149) があった。水音には、水の存在を伝えるだけ

でなく、動線上に配置して人を導いたり、意識の転換装置となる可能性があることが分かった。

ルーバーの隙間風 風で揺れる
ステンレスプレート

滝の開口部落水

風で弦が振動

段差によって水音を
立てる

カスケード 斜め滝

張り巡らされた水路

水盤

ステンレスで水を受ける

植栽が風でそよぐ

壁

床

その他

63. 済州島 3つの美術館
「風」「石」「水」

105. 宇都宮大学
オプティクス教育研究センター

130. セトレマリーナびわ湖

71.Z5889. ニコラス・G・
ハイエックセンター

94. 佐川美術館 樂吉左衞門館

107. 香りの道 
登計トレイル

6. 淡路夢舞台 16. 群馬県立館林美術館 29. 国立国会図書館関西館

145. 虎渓用水広場

37. 福岡県立大学看護学部

38. 国立長崎原爆死没者
追悼平和祈念館

63. 済州島 3つの美術館
「風」「石」「水」

76 高知市立・龍馬の生まれたまち記念館

149. 竹中工務店東京本店
イノベーションプロジェクト
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　「ⅸ視覚との相互作用」では、暗闇やメッシュによる視覚情報の減少または鏡面反射などによ

る視覚情報の増幅によって視覚以外の聴覚などの情報に意識を向かわせるもの (No.36,140) が

あった。

　これらの考え方を応用することにより、「共感覚」を利用して、視覚だけでなく嗅覚や触覚な

どと共に聴覚について考えることで、新しい建築の在り方や空間体験が生み出されると考えられ

る。

壁

その他

鏡
(視覚情報の増幅 )

メッシュ
( 視覚情報の減少 )

暗闇

36. 内海清美源氏物語館

140. 洸庭
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　2,3 章では音に関する操作が行われていた「新建築」作品の分析を行うことで、建築の設計に

音とそれを用いる目的、音的操作、建築的操作とその対応関係を明らかにした。

　建築的操作は、主に２種類の方法で分類することができた。第一に、音的操作との対応関係に

よる分類である。前章で示したようにそれらは８種類に分類される。第二に、建築的操作を適用

する対象によって分類できる。導き出した建築的操作は、建築の空間構成という「全体」的なも

のから部材の形状や素材といった「部分」的なものまで多様に存在し、設計のあらゆる段階での

デザイン決定の手掛かりとなりうることが明らかになった。

　私たちを取り巻く環境には、音は常に存在し、さらにそれらはたった一つであるという事はほ

とんどの場合無いだろう。さらに自然音や交通音というように常時あるいは一定のリズムを持っ

て存在している音もあれば、偶発的あるいは一瞬のみ発せられる音も存在する。よって、音を構

成要素として捉えた際の建築設計はある一つの操作のみで無く、複数の音的操作、複数のスケー

ルに対する操作を組み合わせ、柔軟に応用する事が重要であると考えられる。

　次章より、ここまでの分析から得られた結果を応用して設計を行う。
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第５章

プロジェクト

５. １. 　はじめに

５. ２. 　対象敷地

５. ３.　 対象敷地の音環境

５. ４. 　プログラム

５. ５. 　音計画

　５. ５. １.　自然音の計画
　５. ５. ２.　音ゾーニング

５. ６. 　音に対する建築的操作の応用
　５. ６. １.   全体計画
　５. ６. ２.　郷土資料室・研究スペース周辺
　５. ６. ３.　浮世絵展示室周辺
　５. ６. ４.　近代芸術展示室周辺
　５. ６. ５.　現代芸術展示室周辺
　５. ６. ６.　階段広場周辺
　５. ６. ７.　スタジオ周辺
　５. ６. ８.　企画展示室周辺
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　本プロジェクトでは前章までに得られた知見をもとに、音を建築の構成要素の一つであると捉

えて以下のような手順で設計する。

①既存の音環境と求められるプログラムから、対象敷地を選定する。

②敷地の既存の音環境を把握する。

③求められるプログラムを検討する。

④既存の音環境とプログラムを踏まえ、音によるゾーニングを行う。

⑤音のゾーニングを一つの手がかりとして、空間に具体的な形態やスケール、素材を与える。

５. １.　はじめに



-45-第５章

　対象敷地は、神奈川県藤沢市鵠沼の下図赤枠に示した場所に設定する。藤沢駅から約 600m

離れた場所にあり、駅前の商業施設などの大きなスケールの建物から住宅地の小さなスケールへ

切り替わる場所である。また、川と公園、三車線を持つ国道に囲われた場所であり、自然的環境

要素と都市的環境要素が共存した場所と言える。現在は市民会館と市民図書館が建っているが、

老朽化の為建て直しが決まっている。

５. ２.　対象敷地

100m0m

藤沢駅

鵠沼海岸
↓

100m0m

奥田公園

新林公園

　対象敷地
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　2020 年 12 月の３日間、午後 3時から１時間の現地調査によって敷地の音圧レベルと聞こえ

てくる音の調査を行った。敷地の通常時の音圧レベルは 45dB であり、 比較的静かであると言え

る。45dB は、日常生活で望ましい範囲の大きさ。目安としては、静かな住宅街の昼・市内の深夜・

しとしと降る雨などが挙げられる。強風時はその影響から 60dB ほどであった。 さらに、現地

調査に加え、敷地で行われているイベントや、生態系、天候などを調査することによって敷地の

音環境の把握を試みた。

　敷地東側には二級水系である境川が流れており、川のせせらぎや魚の跳ねる音などを聞くこと

ができる。そのさらに南東側と敷地北側には自然豊かな公園があり、市の鳥であるカワセミをは

じめとする多くの鳥たちの鳴き声や虫の声が聞こえてくる。南方には鵠沼海岸が広がっており、

日によっては波の音や花火の音が聞こえてくる。また、西側の広場は藤沢市民まつりや産業フェ

スタなどイベントの開催場所としても利用され、賑やかな掛け声や音楽が聞こえる。敷地の音環

境をプロットしたものと音をリスト化したものを右頁に示す。

５. ３.　敷地の音環境

市民文化会館前広場

新林公園

奥田公園

イベント時の様子

境川

鵠沼海岸
周辺環境
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500m0m

対象敷地
河川、池
緑地
建物

海の波の音

川のせせらぎ

鳥の声

鳥の声
虫の声

魚の跳ねる音

自動車、バイクの音

イベントの音

花火の音

自動車、バイクの音　　　　　　　　
川のせせらぎ　　　　
魚の跳ねる音　　　　　
鳥の声
虫の声
海の波の音
花火の音
イベントの掛け声
イベントの音楽

音
交通音
自然音　　　　　　　　　　　
自然音　　　　
自然音
自然音
自然音
旗日音
旗日音
旗日音

音の分類音が聞こえる時
常時

季節や気候による

イベント開催時

周辺音環境

音リスト
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1       　2     　  3      　 4    　   5     　  6     　  7      　 8       　9      　 10    　   11      　 12 月

気温

湿度

風

風向き

降水量 降水あり 乾燥状態

暑い (20 度～30 度 )寒い (3 度～10 度 )

蒸し（最大 94%）

風が強い ( 最大 16.1km/h)

南 北

周辺環境天候

　天候のデータにおいてはweb サイト「 Weather Spark」(https://ja.weatherspark.com/) のデー

タを参考に、神奈川県藤沢市の気温、湿度、風の強さ、風向き、降水量を調査し、下図にまとめた。

第１章の背景の部分で述べたように、換気と音の問題は密接に関わり合っており、気候的に快適

か否かは間接的に音に影響を及ぼすと考え、天候を調査した。また、雨や風はそのものが音を生

み出す要素となり、気温や湿度などは音を生み出す生物たちの環境に多大な影響を及ぼす。
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　生態系においては、「第 2回藤沢市自然環境実態調査」を参考とした。音を直接的に発さない

生物であっても、生態系ネットワークによって間接的に影響を与えると考え、調査に至った。植

物・哺乳類・爬虫類・両生類・鳥類・昆虫類に関しては鵠沼蓮池・川名緑地・新林公園で確認さ

れたものの一部を、魚類・魚類以外の水生生物に関しては奥田橋・川名大池・川名清水谷戸・鵠

沼蓮池で確認されたものの一部をまとめ、下図に示す。ただし、調査で示された生物種は良好な

自然環境かどうかを判断するための指標として選ばれたものなので、確認された生物が全て記載

されているわけではない。

周辺環境生態系

アズマヒキガエル
ニホンアマガエル
ウシガエル
ヌマガエル
シュレーゲルアオガエル

コイ
ソウギョ
モツゴ
ドジョウ
グッピー
メダカ
ブルーギル
オオクチバス
ボラ
スミウキゴリ
マハゼ
ゴクラクハゼ
ヌマチチブ
クサフグ

カルガモ
キンクロハジロ
キジバト
カワウ
アオサギ
コサギ
バン
オオバン
トビ
カワセミ
コゲラ
モズ
オナガ
ハシボソガラス
ハシブトガラス
ヤマガラ
シジュウカラ
ツバメ
イワツバメ
ヒヨドリ
ウグイス
メジロ
ムクドリ
ツグミ
スズメ
ハクセキレイ
カワラヒワ
アオジ
コジュケイ
ガビチョウ

キツネノカミソリ
コクラン
ヤマコウバシ
ツクバトリカブト
ハンショウヅル
メギ
ヒトリシズカ
コマユミ
ケンポナシ
オカタツナミソウ
ハダカホオズキ
ヤブタバコ
ムラサキ二ガナ
コウヤボウキ
イヌショウマ
オオバウマノスズクサ
ジロボウエンゴグサ
ヤマネコノメソウ
マルバツルギ
クマヤナギ
コバノカモメヅル
ツルニンジン
アマナ
キジムシロ
ワレモコウ
ナンテンハギ
ミズワラビ
コガマ
シロバナサクラタデ
ボントクタデ
ヒメジソ

植物 哺乳類　クリハラリス

爬虫類
・
両生類

鳥類　

魚類

アゴトゲヨコエビ
テナガエビ
ヌカエビ
モズクガニ
クロベンケイガニ

水生
生物

タンザワフキバッタ
トゲナナフシ
ヒナカマキリ
クロカナブン
ヨツスジハナカマキリ
キンヒバリ
コバネササキリ
ジャコウアゲハ
ジャノメチョウ
アサヒナカワトンボ
モノサシトンボ
ミルンヤンマ
ヤマサナエ
オニヤンマ
シオヤトンボ
シマアメンボ
ヒゲナガハナノミ

昆虫類
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　藤沢市は現在、市民会館と市民図書館の老朽化や文化施設の分散による文化的中心の欠如など

といった問題を抱えている。その状況をふまえ、市民の文化活動の中心地となる複合文化施設を

新たに設計する。具体的な機能としては藤沢市民会館、藤沢駅前ビルに仮設されている藤沢市南

市民図書館と藤沢市民ギャラリー、隣駅である辻堂駅前のビルに現存する藤沢アートスペース

（FAS）と藤澤浮世絵館の機能を集約させた建築を計画する。また、周辺の広場や公園と一体となっ

て利用できるように計画することで屋外イベントを開催したり、自然を感じながら活動できるに

する場所を創出する。

５. ４.　プログラム

・藤澤浮世絵館
・ FAS

・藤沢市民会館
・藤沢市南市民図書館 ( 移設中 )

・藤沢市南市民図書館（仮設）
・藤沢市民ギャラリー

設計敷地

500m0m

左上図：藤澤浮世絵館
左下図： FAS
中央上図：藤沢市南市民図書館
中央下図：藤沢市民ギャラリー
右上図：藤沢市民会館
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　コンセプトとしては「創造のサイクルを生み出す場」を目指す。例えば、この建築を訪れて聴

こえてきた楽器の音に興味を持った人が、後日ここで習い始め、最終的に発表会を行う、という

ようなサイクルである。新たな情報や知識を「インプットする場」と自らの作品や活動を公に「ア

ウトプットする場」、さらにインプットとアウトプットの間の制作・研究・議論・小規模な発表

のための「スタジオ」といった三つの場を設けることで機能を横断し柔軟に利用できる文化施設

を目指す。また、ある空間は誰かにとってインプットの場所である一方で他の誰かにとってはア

ウトプットの場またはスタジオである可能性を持っている。機能ダイアグラムを下に示す。

　
図書館機能

閉架
開架
閲覧室
会議室
視聴覚
歴史郷土資料
研究室
展示・発表コーナー
ワークショップ
教室
子どもコーナー
カフェ
ワーキングスペース
など

インプットの場

開架
閲覧室
視聴覚
歴史郷土資料
大ホール
浮世絵展示
近代芸術展示
現代芸術展示
企画展示室
アートライブラリ
など

劇場機能

大ホール
小ホール
練習室
ホワイエ
屋外劇場
会議室
資料室
音楽スタジオ
ワークショップ
教室
レストラン
など

美術館・ギャラリー機能

市民ギャラリー
浮世絵展示
近代芸術展示
現代芸術展示
企画展示室
保管
ワークショップ
教室
歴史郷土資料
アートライブラリ
滞在制作室
作業場
など

アウトプットの場

展示・発表コーナー
小ホール
屋外劇場
市民ギャラリー
滞在制作室
企画展示室
など

スタジオ

研究室
会議室
ワークショップ
教室
練習室
音楽スタジオ
滞在制作室
など

inp
ut 
zon
e     

            
                      output zone                                         

oiduts 
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　前節までに述べた敷地環境や生態系などを踏まえ、空間体験に音をもたらす自然環境（人工自

然も含む）を計画する。具体的には植栽と水盤を計画する。

　植栽は、5.3. で示した生態系のデータを基に、季節を感じさせるものや鳥を呼ぶもの、藤沢市

が建物緑化に推奨している種類のものから、ハナミズキ・エゴノキ・ウメ・サクラ・フジ・モミジ・

アジサイ・ツツジ・マツバギク・シバザクラ・ヤブランを選んだ。これらは敷地の視覚的・聴覚

的なシンボルグリーンである。

５. ５. 　　音計画
５. ５. １.　自然音の計画

1       　2     　  3      　 4    　   5     　  6     　  7      　 8       　9      　 10    　   11      　 12 月
呼ぶ鳥 開花時期特徴

ハ
ナ
ミ
ズ
キ

エ
ゴ
ノ
キ

ウ
メ

サ
ク
ラ

フ
ジ

ア
ジ
サ
イ

ツ
ツ
ジ

マ
ツ
バ
ギ
ク

シ
バ
ザ
ク
ラ

ヤ
ブ
ラ
ン

モ
ミ
ジ

庭木、落葉樹
10m

ヒヨドリ
ツグミ
シメ
イカル
ハト

庭木、落葉樹
7-15m

ヤマガラ

庭木、落葉樹
3-5m

ヒヨドリ
メジロ

庭木、落葉樹
3-10m

ヒヨドリ
メジロ

庭木、落葉樹
5-10m
市の花

カワセミ
（市の鳥）

庭木、落葉樹
5-10m

メジロ
シジュウカラ
エナガ
ヒヨドリ

キレンジャク

落葉樹
30cm-3m

スズメ

低木、草花
50cm-2m

ヤマガラ
アオジ

低木、多年草
10-30cm
常緑

草花、多年草
20-100cm
常緑

草花、多年草
20-40cm
常緑
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春　　　　　　　　　　　夏　　　　　　　　　　　秋　　　　　　　　　　　冬

ヒヨドリ

ツグミ

シメ

イカル

ハト

ヤマガラ

メジロ

シジュウカラ

エナガ

スズメ

アオジ

キレンジャク

カワセミ



-54- 第５章

　前節までに述べた既存の音環境とプログラムを踏まえ、その場にふさわしい音環境や聴覚的体
験を考慮し、建築全体のゾーニングを計画する。
　「音楽を楽しむ空間」「賑やかな空間」「自然音を楽しむ空間」「静かな空間」の 4つのゾーンと、
それらを横断し貫く「グラデーショナルな音空間」の５つのゾーンからなり、それらは周囲の音
を取り込む為に隙間を設けるように配置する。

５. ５. ２.　音ゾーニング

周囲の音を
取り込む空間

音楽を楽しむ
空間

賑やかな空間

自然音を楽しむ
空間

静かな空間

グラデーショナル
な音空間
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　構成ダイアグラムを下図に示す。展示空間が建築を斜めに貫き、その周辺にはその展示空間と
音環境的、機能的に関わりのある空間を配置している。

５. ６. 　　音に対する建築的操作の応用
５. ６. １.   全体計画

RF

1F
視聴覚

多目的ホール

総合受付 浮世絵展示室

ホワイエ

郷土資料室
研究スペース

会議室
情報広場

子どもコーナー

4F

小ホール

市民ギャラリー

4階エントランス

ホワイエ・レストラン

ワークスペース

6F

屋上デッキ

展望スロープ

5F企画展示室 /オープンホール

ホワイエ

2F

視聴覚

２階エントランス
開架

自習室

大階段
大階段閲覧スペース

近代芸術展示室

屋外展示室屋外閲覧室

音楽スタジオ

3F
3階エントランス

歩道橋

開架

カフェ
デッキ

アートライブラリー

現代芸術展示

制作スタジオ・ワークショップ室
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庫
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総
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受
付

事
務

会
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室
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資
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多
目
的
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楽
屋
１
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情
報
広
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水
盤
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入
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２
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３
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４

AB

A’B’

0 10m
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　 音ゾーニングを手がかりとして、プログラムの配置をし、分析部分で得られた手法を応用し
て空間に具体的な形態やスケール、素材を与えて設計を行った。
　展示空間には、藤沢宿の歴史を描いた浮世絵を展示する静かな「浮世絵展示室」、藤沢を静養

の地とした画家や文豪が残した作品を展示する自然音の聞こえる「近代芸術展示室」、作業風景

やその音も鑑賞の対象とする湘南の若手作家の為の展示空間「現代芸術展示室」、「市民ギャラ

リー」「企画展示室」がある。歩みを進めるにつれ、音環境は徐々に変化してゆく。そのグラデー

ショナルな音環境を持つ展示空間を軸として、建築全体もグラデーショナルに音環境が変化して

いくように設計した。また、公共施設という多様な目的、利用者に対応する為、一人で過ごせる

場から大人数で過ごせる場まで多様な空間を設計し、それらは静かなゾーンは一人で使う機能が

多く、賑やかなゾーンは大人数で用いる機能が多いといった具合に、音環境とそれとなく連動し

ている。

　図書館の本の配置は、展示室やその他の機能との関わりから決定した。また、閲覧スペースは

建築内の各所に存在し、静かな空間だけでなく、室内の音楽を楽しみながら閲覧できる場所や、

子供たちのための場所など、その種類は多様である。

　また、外部環境に対しては、建築に断面的な切り込みを入れることで内部に環境音を取り込む

ように設計した。
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　ここから断面ダイアグラムとパースを用いて一番静かなゾーンから順を追って具体的な空間の
説明をする。

　郷土資料室・研究スペース周辺のこのゾーンはこの建築の中で一番静かなゾーンであり、開架
スペースと自習室などがある。中でも自習室と郷土資料・研究スペースは最も静かな空間である。
静かな空間でありながらも、西側の水盤や川の流れによって静寂の中でも水の音を感じることが
でき、集中して作業をすることができる空間となっている。
　
　開架スペースの一角にある円形の閲覧スペースでは、空間を作る柱の密度がグラデーション状
になってお り、光や音の入り方が座る場所によって変化する。

５. ６. ２.　郷土資料室・研究スペース周辺
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円形閲覧スペース

自習室
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　浮世絵展示室は、藤澤浮世絵館の機能を移転させた空間である。藤沢の地は、江戸時代には東
海道藤沢宿がおかれ、また時宗総本山清浄光寺（遊行寺）が立地し、信仰・行楽の地であった江
の島や大山（雨降山）への参詣道の入口として、名所や伝説に根ざした多くの浮世絵が描かれた
場所である。註 8この展示室では、東海道藤沢宿や江の島の浮世絵をはじめとした郷土資料の鑑

賞ができる。
　
　音環境的に浮世絵展示室は、展示空間の中でもっとも静かである。足音を考慮して床はカーペッ
トになっている。また、浮世絵の維持のため薄暗い空間だが、その薄暗さが一層静けさを感じさ
せる。近代展示室へと続く階段部分の天井は曲面凸形で、上昇するごとに天井が高くなっている。
天井の高さの変化に伴って足音の反響音が変わってゆき、空間の転換を音によっても感じること
ができる。
　
　浮世絵展示室の天井は開架スペースの床あるいは壁となる。壁の曲面が生み出す隙間が、他の
空間からの音を隔てると同時に開架スペースに柔らかい光をもたらす。 

５. ６. ３.　浮世絵展示室周辺

【脚註】

8) 参考文献 16
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　湘南の地は、明治期に欧米から海水浴や保養の習慣が伝えられ、別荘地として独特の文化が生
まれた。大正期には岸田劉生や萬鉄五郎が療養生活を送り、若き日の鳥海青児や原精一へと創作
の熱が受け継がれた。また、富士や箱根の山々を望み、海の近い清新な風光は、黒田清輝や有島
生馬、朝井閑右衛門など、この地に滞在あるいは居住した多くの作家を惹きつけた。註 9

　近代芸術展示室では、そのような湘南の美しい自然に惹かれ、 静養の地とした作家たちの自然
をテーマとした絵画や文学作品を自然の音とともに鑑賞することができる。東側から水の音が、
西側から木の葉の揺れる音が聴こえてくる。この展示室に隣接した開架部分には、文学書を配置
している。また、展示室の一部は屋外展示室となっており、足音の変化や環境音によって自然を
より感じることができる。隣接して屋外閲覧室もある。
　
　敷地東側（川側）には水盤があり、夏には噴水や滝によって水音をより感じることができる。 
閉架書庫からも滝によって水を感じることができる。また、水盤上部には川まで張り出したデッ
キがあり、デッキに隣接した開架スペースの一部はカフェスペースとなっている。

５. ６. ４.　近代芸術展示室周辺

【脚註】

9) 参考文献 18
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閉架・研究スペース

屋外閲覧室



-82- 第５章

　現代芸術展示スペースは藤沢市アートスペースの機能を移設、拡張させた機能を持つ空間であ
る。主に湘南にゆかりのある若手アーティストのための展示、滞在制作とワークショップのため
の空間である。ここは、半球状の閉じた空間と吹き抜け部分などに開いたオープンな部分から構
成されている。

　半球の空間は基本的に展示のみを行う空間であり、その形状とコンクリートという素材から、
足音や声などは増幅反響され、聴覚を刺激し、非日常的な空間を生み出す。展示作品だけでなく、
展示空間そのものも作品の一部となることを意図している。
 
　オープンな現代芸術展示と制作スタジオ・市民ギャラリーはひとつながりの音環境となってい
る。制作と展示・鑑賞が一体となった空間となっており、「創造のサイクルを生み出す」という
この建築のコンセプトを象徴する空間となっている。
　
　一階の子どもコーナーのお話スペースは、一般的な閉鎖された読み聞かせのための部屋とは異
なり、完全に閉じるのではなく半球の傘で遮音・防音することによって、近付いた時に中の活動
の音が聴こえるようにした。現代芸術展示室とは直接的に繋がってはいないが、半球という形状
によって視覚的、体感的な調和を生み出している。 

５. ６. ５.　現代芸術展示室周辺
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現代芸術展示・市民ギャラリー

おはなしスペース
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　階段広場は川に対して広がるように開き、自然の豊かな音を聞くことができる。また、イベン
ト時の会場としても利用することが可能である。

　階段広場にガラス越しに連接した大階段閲覧スペースは、自習室や研究スペースとは異なり、
声量や物音を気にすることなくオープンに話し合いなどをできる空間である。グループ学習や
オープンな議論の場としての役割を果たす。

　一階のホワイエから連続した吹き抜け部分は情報広場として、セレクトされた本や開催中の公
演や展示に関連したメディアなどが並ぶ。大階段下の閲覧スペースは、オープンな大空間の中の
セミクローズドな空間として機能し音環境的にも周囲とは異なったプライベートな空間となって
いる。

５. ６. ６.　階段広場周辺
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第階段閲覧スペース

情報広場、階段下閲覧スペース
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　１階エントランスすぐの大きな吹き抜け部分はスタジオとの
境目の建具を取り替えることによっ て様々な利用の仕方ができ
る。建具を全部取り払えばスタジオの活動を一階に伝えること
ができる。また、 反射板の役目を果たす建具を取り付ければ、
吹き抜けを一つの劇場空間として利用することもできる。建具 
を高さに伴って操作すれば、一方では音を拡散し他方では音を
逃すといったことも可能である。 

　音楽スタジオは音響を考慮することによって生まれた多様な
形をしたスタジオが複数あり、利用者は自分の好みに合わせて
部屋を選ぶことができる。

　音楽スタジオの多様な形が上階の制作スタジオ・ワークショッ
プ室に影響を及ぼす。出っ張り部分は収納や椅子として、凹ん
だ部分は人々の溜まり場として新しい居場所や用途を生む。 

５. ６. ７.　スタジオ周辺

情報広場・スタジオ境界部分断面図　S=1:30

着脱可能間仕切り

▲
情
報
広
場
・
ス
タ
ジ
オ
境
界
部
分
断
面
図
　
S=
1:
50
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イベント時の情報広場

音楽スタジオ
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　この建築に存在する劇場空間は多目的ホールと小ホールのみだけでなく、イベント時には建築
内外のあらゆる場所が舞台としての役割を果たす。

　視聴覚スペースは個人で視聴覚資料を利用するだけでなく、申請すれば映像や音楽をオープン
に流して共有することができる。また、窓を開ければ、曲面壁が反射板の役割を果たし、外の人々
にも音を届けることができる半屋外のイベントスペースになる。
　
　企画展示室はスロープに囲われた大空間であり、企画展が行われない時にはオープンシアター
としても利用される。現在藤沢市には大きな展示会を行える施設が存在していないが、この空間
あるいはこの空間と市民ギャラリーや現代芸術展示スペースを一体的に使用することによって大
規模な展覧会が行えるように意図して設計した。

　正面階段は西側の広場と一体的に使い、屋外劇場として利用することもできる。現在、現存の
市民会館と西側の広場を同時に利用したイベントが開催されてはいるが、本設計では建築の一部
分を開放することによって文字通り一体となって両空間を利用したイベントが行えるようにな
る。

　屋上はオープンスペースとして開放され、遠くの景色を眺めることができる。「音の借景」効
果により遠くの景色を見ることで、今まで意識されなかった遠くの音に意識が向く。ある時には、
波のさざめきを聴くことができるかもしれない。

５. ６. ８.　企画展示室周辺
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イベント時の正面階段広場

三階エントランス
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総合受付

屋上



-100-

奥
田
公
園
か
ら
の
景
色
、
四
階
エ
ン
ト
ラ
ン
ス



-101-

第６章

結

６. １. 　　結論

６. ２. 　　今後の展開
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　本研究では、雑誌「新建築」の音に関する建築的操作がなされていた作品の分析をし、建築の

設計に音とそれを用いる目的、音的操作、建築的操作とその対応関係を明らかにした。そして、

その結果を基に、音を建築の構成要素と捉えて複合文化施設を設計し、聴覚情報による周辺環境

リサーチの可能性や、音に着目することで導かれる形態やゾーニングのあり方、聴覚的体験によ

る緩やかな空間の分節あるいは接続の仕方を示した。　

　建築設計において目視することのできない情報に着目することは表現や検討の段階において困

難が付き纏うものであった。「音と建築」というテーマを設定してから、最終的な分析対象、設

計対象を決定するまでに随分と時間がかかってしまった。渋谷の音環境調査を行ったり、北欧の

建築家達の五感に対するアプローチを調査したり、音をテーマとした浮世絵の分析を通して建築

を設計しようとも考えた。「音と建築」というテーマに対して、分析対象が 20年分の新建築作

品というのはあまりにも限定的であったかもしれないと感じている。しかし、その様な限定的な

分析対象の中でも数多くの建築的操作を示すことができた。また、多様な用途や利用者の集積で

ある複合文化施設を設計対象に選んだ事で、環境を見つめ直す契機や人々の感情に影響を与える

ものとしての「音」を示し、建築の設計に応用できた。

　本研究を通して、音に関するデザインはまだまだ未開拓の部分が多くある分野であることが分

かった。しかし、建築の定義や表現が多様化している今日の状況下で、常に私たちの周りに存在

し影響を与え続けている「音」に着目することに新たな空間体験の可能性を感じている。今後も

継続して空間と音の在り方について考えていきたいと思う。

６. １.　結論

６. ２.　今後の展開
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